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ー
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別
刷
り
）

5
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

行政にとって「安全・安心なまちづくり」は、行

政運営の根幹に関わる重要な課題です。安来市は、

住民の皆様の安全・安心に向けてさまざまな防災、

防犯対策に取り組んでいます。

原子力防災対策につきましては、これまでの取り

組みに加えて、この３月に各種団体や自治会の代表

者などで組織する、安来市原子力発電所環境安全対

策協議会を発足いたしました。この協議会は、島根

原子力発電所の周辺環境への影響や、安全対策など

を把握し、安来市民の安全と健康の確保など、原子

力の安全対策の推進を図ることを目的に設置いたし

ました。協議会委員の皆様のご意見を伺い、島根原

子力発電所に対する対応について、安来市としての

判断を行いたいと考えています。

地域の防犯・防災対策につきましては、街頭犯罪

の発生防止を目的に、本年度も引き続き防犯カメラ

を設置し、通学路を中心に地域の安全を確保し、犯

罪のないまちづくりを目指してまいります。

また、「自分たちの地域は自分たちで守ろう」と

自治会を中心とした、自主防災組織の活動が活発に

なってまいりました。本年度から活動費の助成を拡

充いたしました。

これからも、住民の皆様が、安全で安心して暮ら

せるまちづくりに全力で取り組んでまいります。

「頼もしき新人」
今月の表紙

将来の地域医療を担う人材が育って
います。前田さんもその一人。市の奨
学金制度を活用しながら学校へ通い、
この春、晴れて看護師に。患者さんと
談笑する彼女の表情は、自信と頼もし
さが伺えます。
(９ページに関連記事を掲載）
・撮 影 日 ４月１０日
・撮影場所 安来第一病院

まちづくりは

安全・安心から

●
「
町
並
み
人
の
花
作
戦
」
に
参
加

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
４

月
８
日
、
伯
太
町
東
母
里
地
内
に
開
設
さ

れ
た
テ
ン
ト
村
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
街
頭
指
導
に
あ
た
り
、
道
行
く
ド
ラ

イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

長

信

市

短

２



市
で
は
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
に
向
け
て
市
民
自
ら
が

取
り
組
む
事
業
に
対
す
る
支

援
と
し
て
「
地
域
元
気
い
き

い
き
補
助
金
」
を
交
付
し
、

そ
の
活
動
や
事
業
の
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
は
、
こ
れ
ま
で

の
広
瀬
地
域
・
伯
太
地
域
・

安
来
地
域
吉
田
地
区
の
中
山

間
地
域
か
ら
、
市
内
全
域
に

拡
大
し
ま
す
。

自
治
会
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る

５
人
以
上
で
組
織
さ
れ
た
団
体
。

１
事
業
あ
た
り
補
助
対
象
経
費
の

３
分
の
２
以
内
で
限
度
額
２０
万
円
、

下
限
額
は
５
万
円
と
し
ま
す
。（
千

円
未
満
切
り
捨
て
）

河
川
・
道
路
の
清
掃
、除
伐
事
業
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
公
園
整
備
な
ど

見
守
り
隊
の
新
規
活
動
な
ど

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置
、
地
域

活
性
化
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

伝
統
行
事
の
保
存
伝
承
、
ふ
る
さ

と
学
習
な
ど

地
域
間
交
流
、
世
代
間
交
流
、
都

市
交
流
な
ど

地
域
活
性
化
の
た
め
の
団
体
立
ち

上
げ
な
ど

※
た
だ
し
、
次
の
事
業
は
対
象
と
し

ま
せ
ん
。

●
実
施
主
体
が
法
人
（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
を
除
く
。）
の
事
業

●
営
利
活
動
、
政
治
活
動
ま
た
は
宗

教
活
動
と
認
め
ら
れ
る
事
業

●
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
３
カ
年
間

受
け
た
事
業

●
補
助
対
象
経
費
が
７
万
５
千
円
未

満
の
事
業

●
市
の
他
の
助
成
を
受
け
て
い
る
事
業

※
申
請
を
検
討
さ
れ
る
団
体
は
、
ま

ず
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

安
来
地
域
…
定
住
企
画
課

℡

２３‐

３
０
５
９

広
瀬
地
域
…
広
瀬
地
域
セ
ン
タ
ー
℡

２３‐

３
２
０
１

伯
太
地
域
…
伯
太
地
域
セ
ン
タ
ー
℡

２３‐

３
３
０
３

２５
年
度
に
活
用
さ
れ
た
事
業
例

活活
力力
ああ
るる
集集
落落
・・
地地
域域
づづ
くく
りり
活活
動動
をを
支支
援援
！！

安安
来来
市市
地地
域域
元元
気気
いい
きき
いい
きき
補補
助助
金金

のの
対対
象象
をを
拡拡
大大
しし
まま
すす

対
象
事
業

④
体
育
・
文
化
振
興
及
び
学
習

活
動
事
業

市市
内内
全全
域域
にに
対対
象象
をを
拡拡
大大

①
生
活
環
境
の
保
全
及
び
美
観

活
動
事
業

⑤
市
民
交
流
事
業

②
生
活
の
安
全
及
び
安
心
活
動

事
業

⑥
そ
の
他
地
域
活
性
化
の
た
め

の
事
業

③
イ
ベ
ン
ト
事
業

伯伯太太運運動動広広場場 3300 周周年年記記念念野野球球教教室室

対
象
と
な
る
団
体

比比田田地地区区・・イイルルミミネネーーシショョンン

広広瀬瀬地地区区・・
郷郷土土芸芸能能をを通通ししたた交交流流事事業業

補
助
金
の
額

井井尻尻地地区区・・稲稲作作体体験験

３



８０億円６０億円４０億円２０億円対前年度比

△０．６％

△０．０％

１．０％

△２．３％

△８．９％

△１１．３％

△７．９％

０．０％

△５．７％

１３．４％

５．６％

２．６％

４８．６億円

３．４億円

４．７億円

０．３億円

６．１億円

５．０億円

２．４億円

８９．０億円

２１．２億円

１４．３億円

４．７億円

４４．６億円

予算額

市税

分担負担金

使用手数料

財産収入

繰入金

諸収入等

地方譲与税

地方交付税

国庫支出金

県支出金

交付金等

市債

区 分

自
主
財
源

依
存
財
源

８０億円６０億円４０億円２０億円対前年度比

△１１．２％

１５．２％

２．７％

△２．０％

△７．２％

８．４％

△１０．８％

△８．７％

３８．９％

△２５．７％

５０．０％

１．４％

１０．６％

２．１億円

２５．２億円

６４．７億円

１９．８億円

１．６億円

１２．５億円

８．０億円

２１．１億円

２２．９億円

２７．４億円

０．８億円

３６．５億円

１．７億円

予算額

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金費等

区 分

公債費のうち

元金 ３２．７億円

利子 ３．８億円

市
税
は
個
人
市
民
税
等
の
減
額
等
に
よ
り

対
前
年
度
比
０
・
６
㌫
の
減
、
市
債
は
消
防

庁
舎
建
設
事
業
等
の
投
資
的
経
費
の
増
額
に

伴
い
２
・
６
㌫
の
増
、
県
支
出
金
は
農
業
経

営
高
度
化
促
進
事
業
等
の
増
額
に
伴
い
１３
・

４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

安安来来市市一一般般会会計計予予算算

歳歳入入

予算額は ２４４億３，０００万円（対前年度比１，０００万円増）

（２６．５％）

（１１．１％）

平成 26年度の一般会計予算が決まりましたので、その概要と主要施策を

お知らせします。本予算は、中期財政計画に基づき、目的や効果の明確な事

業を最優先に予算編成を行いました。

（１０．３％）

※（ ）は歳出内の構成比を示しています。

（８．７％）

（１５．０％）

（８．１％）

（９．４％）

（３６．４％）

（５．１％）

（３．３％）

（０．９％）

（０．６％）

（０．３％）

（０．７％）

（１８．３％）

※（ ）は歳入内の構成比を示しています。

（１９．９％）

（８．７％）

（５．９％）

（１．４％）

（１．９％）

（２．５％）

（２．０％）

（１．９％）

（１．０％）

（０．１％）

平成２６年度

消
防
費
は
、
消
防
庁
舎
建
設
事
業
に
よ
り
対

前
年
度
比
３８
・
９
㌫
の
増
、
総
務
費
は
市
庁
舎

等
建
設
事
業
に
よ
り
１５
・
２
㌫
の
増
、
災
害
復

旧
費
は
、
不
測
の
災
害
に
備
え
る
た
め
５０
・
０

㌫
の
増
、
教
育
費
は
第
一
中
学
校
建
設
事
業
の

完
了
等
に
よ
り
２５
・
７
㌫
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

歳歳出出

４



対前年度増減

（０．０％）

（△０．６％）

（２．７％）

（４．０％）

（平成２６年度新規）

（△０．４％）

（△１．３％）

（１６．７％）

（０．０％）

（△２５．０％）

（０．７％）

１，０００万円

△３，０００万円

２，６００万円

１億７，１００万円

△１，０００万円

△１，０００万円

１０万円

０万円

△４万円

２億７，９０６万円３８４億４，９９７万円

平成２６年度予算額

２４４億３，０００万円

４８億６，０００万円

１０億 １００万円

４４億９，４００万円

１億２，２００万円

２７億８，５００万円

７億５，７００万円

７０万円

１５万円

１２万円

合 計

会 計 名

一 般 会 計

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

電 気 事 業 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

母 里 財 産 区 特 別 会 計

井 尻 財 産 区 特 別 会 計

赤 屋 財 産 区 特 別 会 計

特

別

会

計

市民一人当たりに使われるお金は ５８３，９４７円
・・・その使いみちは？

小中学校・幼稚園・
交流センター・図
書館の運営など

高齢者・障がい者

福祉対策、児童対

策など

１５４，６８５円

６５，５０４円

民生費

教育費

●特別会計事業…保険料や使用料などの特定の収入により、市民の健康を守ったり、

住環境の整備をしたりする特定の事業は、一般会計とは別に特別会計の枠組みで運

営しています。

特別会計を含めた全予算額は、３８４億４，９９７万円（対前年度比０．７㌫増）

公債費など

農林水産業費など

平成２６年度予算総括表

借入金の元金・利

子の返済など

農業、林業、畜産、

農林道整備など

９１，４５２円

２９，８１５円

道路の整備・補修、

市営住宅の修繕など

火災、救急、防災、

消防団など

５０，４８５円

５４，５７１円

土木費

消防費

税金、防災、庁舎

管理、選挙など

商工業・観光・特

産品振興など

６０，２４８円

１９，１５２円

総務費

商工費

予防接種、各種検

診、ごみ処理など

議会費
労働費

災害復旧費

４７，２５６円

１０，７７９円

衛生費

●
問
い
合
わ
せ

財
政
課

℡
２３‐

３
０
２
５

５



１０
月
１
日
に
合
併
１０
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
各
種
記
念
事
業
を
行

い
ま
す
。

市
の
歌
や
市
民
憲
章
の
制
定
、
自

治
功
労
者
表
彰
な
ど
。
関
連
事
業
と

し
て
、
平
和
祈
念
写
真
展
を
開
催
。

近
代
日
本
の
彫
刻
界
を
代
表
す
る

安
来
市
出
身
の
彫
刻
家
・
米
原
雲
海

を
顕
彰
し
、
雲
海
を
は
ぐ
く
ん
だ
芸

術
文
化
の
街
「
安
来
」
を
市
内
外
に

広
く
発
信
し
ま
す
。

定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
定
住

フ
ェ
ア
に
よ
る
情
報
発
信
や
空
き
家

改
修
支
援
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
や
新
婚

夫
婦
へ
の
居
住
支
援
、
結
婚
活
動
支

援
等
を
行
い
ま
す
。

市
庁
舎
の
実
施
設
計
、
敷
地
の
地

質
調
査
、
建
設
用
地
の
購
入
な
ど
を

行
い
ま
す
。

市
民
が
中
心
と
な
っ
た
地
域
振
興

事
業
へ
の
補
助
を
、
対
象
区
域
を
拡

大
し
て
行
い
ま
す
。

平
成
２８
年
度
か
ら
の
総
合
計
画

を
、
平
成
２６
・
２７
年
度
の
２
カ
年
で

策
定
し
ま
す
。
２６
年
度
は
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
の
基
礎
調
査
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
審
議
会
な
ど
を
行
い
、

基
本
構
想
案
を
策
定
し
ま
す
。

今
後
の
産
業
振
興
と
企
業
誘
致
の

推
進
を
図
る
た
め
、
新
た
な
工
業
団

地
の
開
発
適
地
の
選
定
を
目
的
と
し

た
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

営
農
条
件
を
改
善
す
る
た
め
の
水

田
、
畑
の
整
備
、
農
産
物
な
ど
を
運

搬
す
る
た
め
の
農
業
用
道
路
の
整

備
、
農
村
の
環
境
整
備
な
ど
を
県
営

事
業
に
よ
り
行
い
ま
す
。

映
画
「
た
た
ら
侍
（
仮
称
）」
の

製
作
を
支
援
し
、
安
来
市
を
含
む
関

係
自
治
体
を
全
国
へ
情
報
発
信
す
る

こ
と
に
よ
り
、
観
光
振
興
に
つ
な

げ
、
地
域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

平平成成２２６６年年度度

一一
般般
会会
計計
予予
算算
のの

主主
要要
施施
策策

参
加
と
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

多
彩
な
魅
力
と

創
造
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り

▼
定
住
促
進
事
業

１
６
０
０
万
円

一一
例例
をを

紹紹
介介
しし
まま
すす

▼
工
業
団
地
適
地
選
定
調
査
事
業

１
０
０
万
円

▼
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん

な
の
体
操
会

３０
万
円

▼
や
す
ぎ
大
好
き
！
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト

９０
万
円

▼
米
原
雲
海
展

１
４
２
０
万
円

新
安
来
市
発
足

１０
周
年
記
念
事
業

▼
市
庁
舎
等
建
設
事
業

4
億
８
７
０
０
万
円

▼
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業

２
億
６
４
８
０
万
円

▼
記
念
式
典

９
２
０
万
円

▼
元
気
い
き
い
き
補
助
事
業

８
０
０
万
円

米米原原雲雲海海作作ジジェェンン
ナナーー像像（（東東京京国国立立
博博物物館館所所蔵蔵））

▼
「
た
た
ら
侍
（
仮
称
）」
支
援

自
治
体
負
担
金

１
３
３
０
万
円

「
市
の
歌
」
を
制
作
中
で
す

安
来
市
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ｏ

さ
ん
と
、
作
曲
家
・
田
部
由
美

子
さ
ん
に
作
詞
・
作
曲
を
お
願

い
し
て
お
り
、
記
念
式
典
（
１０

月
４
日
開
催
）
で
披
露
し
ま
す
。

▼
総
合
計
画
策
定
事
業5

０
０
万
円

▼
１０
周
年
記
念
安
来
節
公
演

５
５
０
万
円

▼
そ
の
他
、
例
年
の
事
業
を
一
部

拡
充
し
て
開
催
し
ま
す

６



市
内
の
特
殊
鋼
関
連
産
業
を
は
じ

め
と
す
る
「
も
の
づ
く
り
企
業
」
に

お
け
る
新
製
品
、
新
技
術
な
ど
の
開

発
や
取
引
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

を
支
援
し
、
地
域
経
済
の
健
全
な
発

展
と
雇
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

前
年
度
に
着
手
し
た
消
防
庁
舎
建

設
に
つ
い
て
、
今
年
度
中
の
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

本
町
御
笠
線
、
下
ノ
原
２
号
線
、

中
島
津
田
平
線
、
前
飯
島
６
号
線
、

山
根
１
号
線
な
ど
の
路
線
に
つ
い
て

道
路
改
良
事
業
を
行
い
ま
す
。

修
繕
計
画
に
基
づ
く
修
繕
費
の
平

準
化
を
図
り
つ
つ
、
緊
急
性
の
高
い

橋
り
ょ
う
か
ら
順
次
修
繕
工
事
を
行

い
、
安
全
性
の
確
保
と
長
寿
命
化
を

図
り
ま
す
。

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
設
置

費
を
補
助
す
る
こ
と
で
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
促
進
し
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
を
図
り
ま
す
。

老
人
福
祉
施
設
の
整
備
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
施
設
の
長
期
的
な

維
持
を
図
り
、
安
心
・
安
全
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

私
立
保
育
園
へ
の
保
育
事
業
の
運

営
委
託
や
、
み
ゆ
き
保
育
園
の
改
修

に
補
助
を
行
い
ま
す
。

消
費
税
率
８
㌫
へ
の
引
き
上
げ
に

伴
い
、
所
得
の
低
い
人
や
子
育
て
世

帯
へ
の
負
担
の
影
響
を
緩
和
す
る
暫

定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、
臨

時
福
祉
給
付
金
や
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

現
在
の
市
民
会
館
は
老
朽
化
が
進

ん
だ
た
め
解
体
し
、
切
川
地
区
に
お

い
て
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
と
あ

わ
せ
移
転
新
築
を
行
い
ま
す
。
平
成

２６
年
度
は
造
成
、
実
施
設
計
な
ど
を

行
い
ま
す
。

「
安
全
安
心
な
給
食
の
提
供
」
を

安
定
的
に
行
う
た
め
、
給
食
セ
ン

タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。
平
成
26
年
度

は
造
成
、実
施
設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。

観
光
客
等
来
訪
者
の
利
便
性
を
図

る
た
め
、
月
山
富
田
城
跡
周
辺
に
点

在
し
て
い
る
施
設
の
修
繕
や
駐
車
場

整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

教
育
環
境
の
改
善
を
図
る
た

め
、老
朽
化
が
進
む
能
義
小

学
校
校
舎
の
長
寿
命
化
改

修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

▼
も
の
づ
く
り
企
業
技
術
開
発
等

支
援
事
業

１
０
０
０
万
円

▼
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
事
業

６
億
７
７
５
０
万
円

▼
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

１
億
２
４
０
０
万
円

▼
私
立
保
育
園
運
営
事
業

５
億
４
４
９
０
万
円

▼
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
対
策
事
業

５
７
３
０
万
円

市内すべての小中学校
で給食の完全実施を目
指します。

▼
臨
時
福
祉
給
付
、
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
事
業

１
億
５
９
０
０
万
円

み
ん
な
が
住
み
よ
い

快
適
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

▼
消
防
庁
舎
建
設
事
業

１３
億
６
９
０
０
万
円

平成２６年度安来市一般会計予算

▼
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等
設
置
費

補
助
事
業

１
５
０
万
円

▼
史
跡
富
田
城
跡
公
園
整
備
事
業

６
９
９
０
万
円

整備の進む消防新庁舎

ひ
と
が
輝
く

活
力
発
揮
の
ま
ち
づ
く
り

▼
市
民
会
館
建
設
事
業

５
億
７
０
０
０
万
円

地
域
の
中
で
支
え
合
う

安
心
の
ま
ち
づ
く
り

▼
小
学
校
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

８
８
０
０
万
円

▼
老
人
福
祉
施
設
整
備
事
業

５
１
９
０
万
円

７



中
国
電
力
株
式
会
社
島
根
原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策
な

ど
を
把
握
し
、
市
民
の
安
全
と
健
康
の
確
保
な
ど
、
原
子
力

安
全
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
で
は
３
月
１０
日

に
「
安
来
市
原
子
力
発
電
所
環
境
安
全
対
策
協
議
会
」
を
設

置
し
、
初
会
議
を
３
月
20
日
に
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。（
協
議
会
は
、
市
議
会
・
自
治
会
・
各

種
団
体
の
代
表
者
、
公
募
委
員
な
ど
３４
人
で
構
成
。
会
長
は

近
藤
市
長
）

会
議
で
は
、
原
子
力
防
災
に
関
す
る
安
来
市
の
取
り
組
み

を
報
告
し
た
ほ
か
、
中
国
電
力
株

式
会
社
よ
り
、
国
の
原
子
力
規
制

庁
で
行
わ
れ
て
い
る
島
根
原
発
２

号
機
の
新
規
制
基
準
適
合
性
の
審

査
状
況
や
、
島
根
原
発
の
安
全
対

策
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

安
来
市
は
、
島
根
原
発
か
ら
３０

㌔
圏
に
あ
る
出
雲
市
・
雲
南
市
と

共
同
で
、
昨
年
１０
月
に
島
根
県
と

覚
え
書
き
を
交
わ
し
、
県
が
島
根

原
発
に
関
す
る
重
要
な
判
断
を
行

う
場
合
に
は
、
３
市
の
意
見
を
付

し
て
国
や
中
国
電
力
に
回
答
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
島
根
原
発
に
関
し
、
県

か
ら
意
見
照
会
が
あ
っ
た
場
合

や
、
市
が
必
要
と
判
断
し
た
際
に

は
、
こ
の
協
議
会
を
開
催
し
て
市

民
の
意
見
を
伺
う
場
と
し
、
総
合

的
に
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

島
根
原
子
力
発
電
所
か
ら
３０
㌔
圏
に
あ
る

交
流
セ
ン
タ
ー
１９
施
設
に
、
島
根
県
か
ら
簡

易
的
な
放
射
線
測
定
器
が
配
備
さ
れ
、
無
料

で
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
測
定
器
は
、
放
射
線
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
配
備

さ
れ
た
も
の
で
、
自
然
界
に
存
在
す
る
身
近

な
放
射
線
な
ど
も
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
地
域
で
行
う
防
災
学
習
の
機
会
な
ど
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

原原子子力力発発電電所所環環境境安安全全対対策策協協議議会会をを

設設置置ししままししたた

放放射射線線測測定定器器をを貸貸しし出出ししまますす

島根原発から３０㌔圏の交流センターに配備

測定器を配備する交流センターの職員
を対象にした説明会の
様子。（３月 18日、安
来中央交流センター）

市市政政トトピピッッククスス
最近の主な動きを

お伝えします

■
簡
易
放
射
線
測
定
器
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て

・
貸
出
対
象
…
市
内
に
住
所
を
有
す

る
人
、
市
内
の
自
治
会
・
団
体
な
ど
。

・
申
し
込
み
…
測
定
器
を
配
備
す
る

交
流
セ
ン
タ
ー
※
問
い
合
わ
せ
は
、
上
記
の
交
流
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
危
機
管
理
課
（
℡
２３‐

３
０
７
４
）

※
取
り
引
き
や
証
明
な
ど
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

８



市
内
で
災
害
が
発
生
し
た
際
、
被
災
者
の
生

活
物
資
を
確
保
す
る
た
め
、
市
と
生
活
協
同
組

合
し
ま
ね
（
生
協
し
ま
ね
）
は
４
月
７
日
、「
災

害
時
に
お
け
る
応
急
生
活
物
資
供
給
等
支
援
協

力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害

時
（
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
を
含
む
）
に
、

市
か
ら
要
請
を
受
け
た
生
協
し
ま
ね
が
、
水
や

食
料
品
、
タ
オ
ル
な
ど
の
応
急
生
活
物
資
を
調

達
し
、
双
方
が
協
力
し
て
被
災
者
ま
で
運
搬
を

行
う
と
い
う
も
の
。
生
協
し
ま
ね
の
強
み
で
あ

る
組
織
力
と
機
動
力
を
活
用
し
た
支
援
に
よ

り
、
防
災
体
制
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

将
来
の
安
来
地
域
の
集
落
営
農
と
地
域
振
興

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
３
月
１８
日
、
伯
太

中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
約
１
３
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

事
例
発
表
で
は
、
集
落
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
を

実
践
し
て
い
る
東
比
田
地
区
の
松
本
中
山
間
地

組
合
と
、
集
落
営
農
に
挑
む
安
田
地
区
の
事
例

発
表
な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、
農
山
村
地
域
経
済

研
究
所
・
楠
本
雅
弘
氏
を
招
い
た
パ
ネ
ル
ト
ー

ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
楠
本
氏
は
、
市
内
集
落

の
事
例
を
取
り
上
げ
、
農
業
従
事
者
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
や
女
性
な
ど
も
含
め
、
地
域
の
あ

り
方
を
考
え
る
集
落
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
の
大
切
さ

を
訴
え
、「
皆
で
地
域
を
担
う
こ
と
で
新
し
い

地
域
の
形
が
見
え
て
く
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

将
来
、
安
来
市
内
の
医
療
機
関
な
ど
に
勤
務

す
る
意
思
が
あ
る
医
学
生
や
看
護
学
生
を
対
象

と
す
る
奨
学
金
を
利
用
し
た
学
生
２
人
が
、
近

藤
市
長
に
卒
業
報
告
を
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
の
利
用
者
と
し
て
は
初
の
医
師
誕
生
と
な
る
北

尾
苑
子
さ
ん
（
広
瀬
町
広
瀬
）
は
、「
地
元
の
人
が
気
軽
に

来
て
く
れ
る
よ
う
な
医
師
に
な
り
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
安
来
第
一
病
院
で
准
看
護
師
と
し
て
働
き
な
が
ら
看

護
師
と
な
っ
た
前
田
真
奈
美
さ
ん
（
下
吉
田
町
）
は
、「
現

場
を
元
気
に
す
る
存
在
に
な
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し

た
。こ

の
奨
学
金
制
度
は
、
市
内
の
医
療
機
関
の
医
師
、
看
護

師
等
確
保
の
た
め
、
市
が
平
成
２２
年
に
創
設
し
た
も

の
で
、
医
学
生
・
月
額
５
万
円
、
看
護
学
生
・
月
額

３
万
円
を
無
利
子
で
貸
し
、
さ
ら
に
卒
業
後
、
市
内

で
一
定
期
間
勤
務
す
る
と
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

生生協協ししままねねとと協協定定締締結結

協定締結後、握手を交わす生活協同組合
しまねの安井光夫理事長（右）と近藤市長。

奨奨学学金金をを利利用用ししたた２２人人がが卒卒業業報報告告

市長を訪れた北尾さん（写真左）と前田
さん。（3月 26日）。4月からそれぞれの
職場で医師、看護師として羽ばたきます。

新たな地域医療の担い手に

地地域域のの農農業業ににつついいてて考考ええるる
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■
施
設
の
特
徴

・
大
ホ
ー
ル
、
小
ホ
ー
ル
と
も
音
響

に
配
慮
し
た
ホ
ー
ル
で
す
。
音
楽
以

外
に
も
演
劇
や
伝
統
芸
能
な
ど
に
も

使
用
で
き
、
幅
広
い
文
化
芸
術
を
市

民
に
提
供
し
ま
す
。

・
障
が
い
者
や
高
齢
者
の
利
用
に
配

慮
し
ま
す
。

・
コ
ン
パ
ク
ト
で
利
用
者
に
分
か
り

や
す
い
配
置
と
し
て
い
ま
す
。

■
施
設
の
概
要

・
建
築
構
造
…
地
上
３
階
建
て
（
一

部
４
階
）
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
、
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
お

よ
び
鉄
骨
造
。

・
延
床
面
積
…
約
７
４
０
０
平
方
㍍
。

・
概
算
事
業
費（
中
期
財
政
計
画
ベ
ー

ス
）…
５２
億
４
９
０
０
万
円（
外
構
、

設
計
、
用
地
・
造
成
費
な
ど
を
含

む
）。

■
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
平
成
２６
年
度
…
実
施
設
計
、
管
理

運
営
計
画
策
定
（
〜
２７
年
度
）

・
平
成
２７
年
度
…
施
工
者
選
定
、
建

築
工
事
着
工
。

・
平
成
２８
年
度
…
し
ゅ
ん
工
。

・
平
成
２９
年
度
…
開
館
（
９
月
予
定
）

切
川
地
区
に
建
設
す
る
、
新
・
安
来
市
民
会
館
（
仮
称
）
お
よ
び
給
食
セ
ン
タ
ー
の
基
本
設
計
を
行
い

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各
事
業
ご
と
に
設
置
し
た
建
設
検
討
委
員
会
で
策
定
さ
れ
た
基
本
計
画
（
※
１
）
を
も
と
に
、
議
会
の

意
見
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
基
本
設
計
を
行
い
ま
し
た
。
基
本
設
計
は
、
現
時
点
の
計
画
で
あ
り
、
今
後
、

実
施
設
計
を
進
め
る
中
で
さ
ら
に
運
営
コ
ス
ト
な
ど
に
も
配
慮
し
、
詳
細
な
検
討
・
設
計
を
行
い
ま
す
。

※
１
…
施
設
を
建
設
す
る
た
め
の
指
針
。
市
民
会
館
に
つ
い
て
は
、
基
本
計
画
策
定
の
参
考
と
す
る
た
め
、

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

切切川川地地区区開開発発事事業業

新新・・安安来来市市民民会会館館（（仮仮称称））・・給給食食セセンンタターー
のの概概要要ををおお知知ららせせししまますす

●
問
い
合
わ
せ

市
民
会
館
準
備
室

℡
２３‐

３
０
３
４
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■
駐
車
場

大
ホ
ー
ル
の
収
容
人
数
な
ど
を
考

慮
し
、
駐
車
場
台
数
５
０
０
台
以
上

の
確
保
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
市
民
会
館
に
一
番
近
い
位
置

に
は
、
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
人
な

ど
に
配
慮
し
た
「
思
い
や
り
駐
車

場
」
を
設
置
し
ま
す
。

■
館
内
の
施
設
概
要

入
口
か
ら
入
っ
て
左
側
を
大
ホ
ー

ル
機
能
、
右
側
を
小
ホ
ー
ル
機
能
と

し
て
、ま
た
、
交
流
・
支
援
・
展
示

系
の
会
議
室
兼
展
示
室
・
練
習
室
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
市
民
ロ
ビ
ー
・
ラ
ウ

ン
ジ
な
ど
は
、
１
階
東
お
よ
び
中
央

側
に
集
約
し
、
分
か
り
や
す
く
施
設

を
配
置
し
ま
す
。
２
階
に
は
両
ホ
ー

ル
の
メ
ー
ン
ホ
ワ
イ
エ
（
ホ
ー
ル
前

の
広
間
）
を
設
け
、
ホ
ー
ル
開
演
前

の
混
雑
緩
和
な
ど
に
配
慮
し
ま
す
。

▽
大
ホ
ー
ル

（
収
容
人
数
１
０
０
０
人
程
度
）

１
階
席
（
７
０
０
人
程
度
）
と
２

階
席
（
３
０
０
人
程
度
）
を
設
け
、

取
り
外
し
可
能
な
花
道
を
設
け
る
な

ど
の
対
応
に
よ
り
、
収
容
客
席
の
確

保
を
含
め
、
企
画
や
利
用
形
態
に
応

じ
た
柔
軟
な
ホ
ー
ル
利
用
が
可
能
で

す
。１

階
に
は
、「
車
い
す
席
」
と
し

て
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
こ
と
で
、

車
い
す
の
人
が
、
ど
の
角
度
か
ら
で

も
観
覧
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
ま

す
。お

子
さ
ん
連
れ
や
家
族
向
け
の
多

目
的
室
（
個
室
タ
イ
プ
）
を
設
け
ま

す
。
音
楽
関
係
の
利
用
を
主
目
的
と

し
つ
つ
、
演
劇
や
ダ
ン
ス
、
伝
統
芸

能
、
大
規
模
な
各
種
会
議
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
多
目
的
多
機
能
に
使
用
で

き
ま
す
。

▽
小
ホ
ー
ル

（
収
容
人
数
３
０
０
人
程
度
）

大
ホ
ー
ル
と
同
様
に
音
響
に
配
慮

し
つ
つ
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し

や
す
い
ホ
ー
ル
と
し
ま
す
。

小
規
模
の
演
奏
会
や
講
演
会
を
は

じ
め
、
座
席
を
収
納
し
て
平
土
間
空

間
に
す
る
こ
と
で
、
各
種
会
議
や
展

示
会
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
の
練
習
な
ど
で
の
利
用
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
大
ホ
ー
ル
と
同

様
に
多
目
的
室
と
、
車
い
す
用
の
観

覧
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま
す
。

▽
展
示
室
兼
会
議
室
（
大
・
小
）

展
示
室
兼
会
議
室
と
し
て
設
け
、

間
仕
切
り
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
利
用
形
態
に
応
じ
た
柔
軟
な
対

応
が
可
能
で
す
。

▽
練
習
室

市
民
の
皆
さ
ん
が
音
楽
・
ダ
ン

ス
・
演
劇
な
ど
の
創
作
活
動
に
利
用

で
き
る
部
屋
を
複
数
配
置
し
ま
す
。

▽
そ
の
他

市
民
の
交
流
の
場
と
し
て
利
用
で

き
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ロ
ビ
ー
・
ラ
ウ

ン
ジ
な
ど
を
設
け
ま
す
。
ま
た
、
授

乳
室
や
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
配
慮
し
た
施

設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
２
階
部
分

に
は
眺
望
を
楽
し
め
る
大
観

覧
広
場
を
設
置
し
て
、
市
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（外観イメージ）

１階

２階

１１



■■「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
ハ
サ
ッ
プ
）」の
適
応

食
品
の
製
造
・
加
工
工
程
で
微
生

物
汚
染
等
の
危
害
を
あ
ら
か
じ
め
分

析
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
製
造

工
程
で
対
策
を
講
じ
、
安
全
を
確
保

す
る
衛
生
管
理
の
手
法
で
あ
る
「
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ
サ
ッ
プ
）」
の
概
念

を
導
入
し
、
施
設
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
調
理
部
門

▽
調
理
室
・
下
処
理
室
…
食
材
の
洗

浄
、
皮
む
き
、
下
味
付
け
、
食
材
の

切
裁
、
炒
め
な
ど
を
行
い
ま
す
。

野
菜
、
肉
、
魚
、
卵
は
専
用
の
下

処
理
室
で
作
業
し
、
相
互
汚
染
を
防

ぎ
ま
す
。
シ
ン
ク
は
根
菜
類
、
果
物

類
、
葉
物
類
に
分
け
て
三
槽
式
と
し

衛
生
的
に
使
用
。ま
た
、年
間
を
通
じ

て
温
度
湿
度
管
理
が
行
え
る
空
調
・

換
気
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
ま
す
。

▽
検
収
室
…
納
入
物
資
の
検
収
、
計

量
、
泥
付
き
野
菜
処
理
を
行
い
ま

す
。
昆
虫
類
や
ち
り
、
ほ
こ
り
が
入

り
込
ま
な
い
よ
う
な
構
造
と
し
ま

す
。
検
収
し
た
物
資
は
専
用
の
冷
蔵

庫
な
ど
で
保
管
し
ま
す
。

▽
ア
レ
ル
ギ
ー
食
対
応
室
…
ア
レ
ル

ギ
ー
食
対
応
の
専
門
調
理
室

を
設
置
し
ま
す
。

▽
準
備
室
…
調
理
室
・
下
処

理
室
な
ど
へ
入
る
前
の
手
洗
い
な
ど

を
行
い
ま
す
。
調
理
作
業
区
域
へ

は
、
エ
ア
シ
ャ
ワ
ー
を
経
由
。

あ

※
そ
の
他
、
和
え
物
室
・
揚
げ
物

室
・
器
具
洗
浄
室
・
保
管
室
、
回
収

室
な
ど
、
感
染
防
止
の
た
め
個
別
に

設
置
し
ま
す
。

■
管
理
部
門

事
務
室
に
加
え
、
見
学
者
向
け
の

ス
ペ
ー
ス
や
、
栄
養
指
導
、
研
修
な

ど
に
対
応
で
き
る
多
目
的
な
利
用
が

可
能
な
会
議
室
を
設
け
ま
す
。

■
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
平
成
26
年
度
…
実
施
設
計
、
建
設

地
造
成
。

・
平
成
２7
年
度
…
施
設
建
設
、
し
ゅ

ん
工
。

・
平
成
２８
年
度
…
供
用
開
始
。

※
平
成
2８
年
度
は
、
現
在
給
食
未
実

施
校
へ
の
配
食
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課

℡
２３‐

３
３
２
５

１階

■
設
計
基
本
方
針

○
安
全
安
心
な
学
校
給
食

調
理
施
設
に
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
汚
染
・

非
汚
染
部
分
の
区
分
け
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
・
多
様
性
に
配
慮
し
た
給
食

豊
か
で
お
い
し
い
給
食
の
安
定
供
給
に
努
め
ま
す
。

○

食
育
の
推
進

食
育
を
推
進
す
る
た
め
、
望
ま
し
い
食
事
の
モ
デ

ル
と
な
る
給
食
を
目
指
し
ま
す
。

○

災
害
時
の
対
応

災
害
時
に
炊
き
だ
し
等
が
提
供
で
き
る
支
援
施
設

と
し
て
、
ま
た
防
災
備
蓄
食
料
品
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
と
し
て
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

■
施
設
の
概
要

・
建
築
構
造
…
鉄
骨
造
１
部
２
階
建

・
延
床
面
積
…
約
2
0
0
0
㎡

・
供
給
給
食
数
…
最
大
３
３
０
０
食
を
想
定

・
調
理
場
の
作
業
環
境
…
「
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
」（
常

に
床
を
乾
か
し
て
細
菌
の
繁
殖
を
防
ぐ
）

・
概
算
事
業
費
（
中
期
財
政
計
画
ベ
ー
ス
）
…

１１
億
９
９
０
０
万
円
（
設
計
、
用
地
・
造
成
費
な

ど
を
含
む
）

●配置図

２階

１２



安
来
市
の
姉
妹
都
市

ミ
リ
ア
ン

で
あ
る
韓
国
の
密
陽
市

で
、
ア
リ
ラ
ン
大
祝
祭

と
並
ぶ
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
が
、
密
陽
ア
リ
ラ
ン

マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
す
。

こ
の
大
会
は
、
毎
年

２
月
下
旬
に
開
催
さ
れ

て
お
り
、
韓
国
の
主
要

な
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
中

で
は
１
年
で
最
も
早
く
開
か
れ
る
た

め
、
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
が
今
シ
ー
ズ

ン
の
動
向
を
占
う
重
要
な
大
会
と
位

置
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
千
人

を
超
え
る
市
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
関
わ
り
、
大
会
を
支
え
て
い
る

の
も
特
徴
で
す
。

今
年
は
２
月
２３
日
に
行
わ
れ
、
韓

国
の
国
内
外
か
ら
９
１
３
２
人
の
ラ

ン
ナ
ー
が
参
加
。
例
年
で
あ
れ
ば
、

厳
し
い
寒
さ
の
残
る
時
期
で
す
が
、

当
日
は
春
の
陽
気
を
感
じ
る
絶
好
の

マ
ラ
ソ
ン
日
和
と
な
り
、
市
街
地
や

の
ど
か
な
田
園
地
帯
を
走
る
コ
ー
ス

（
５
㌔
・
１０
㌔
・
ハ
ー
フ
の
３
コ
ー
ス
）

を
舞
台
に
健
脚
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

招
待
を
受
け
て
安
来
市
か
ら
も
訪

問
団
７
人
が
参
加
し
、
開
会
式
で
は

大
き
な
拍
手
で
歓
迎
を
受
け
た
ほ

か
、
コ
ー
ス
で
は
沿
道
か
ら
の
温
か

い
声
援
を
背
に
受
け
な
が
ら
、
早
春

の
密
陽
路
を
心
地
よ
く
駆
け
抜
け
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
安
来
市

を
訪
れ
た
密
陽
市
民
の
皆
さ
ん
と
再

会
を
果
た
し
、
喜
び
を
分
か
ち
合
う

と
と
も
に
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

大会コースは、スタートして

から少し下り坂で、それ以外は平坦です。片側

４車線の道路を走った時は、島根県では考えら

れないことで、すこぶる気分良く走れました。

沿道には、太鼓や風船、吹奏楽器などで応援

してくれる人たちが切れ間なく続いているので、後

半、苦しくなっても元気づけられた上、ゴール

後には、みそ汁を振る舞ってもらいました。

今
回
の
訪
問
に
合
わ
せ

安
来
市
の
清
瀬
・
高
尾
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
一
部

参
考
と
し
た
、
ご
み
処
理

施
設
「
密
陽
環
境
セ
ン
タ

ー
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
で
は
、
焼
却

処
理
な
ど
を
効
率
的
に
行

う
た
め
、各
設
備
の
運
転
管

理
を
集
中
制
御
す
る
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
お
り
、安

来
市
の
環
境
政
策
が
生
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

沿道の応援隊の皆さんは、私

が着ていた「ＹＡＳＵＧＩ」のネーム入りのブ

ルゾンを見て、手を振って応援してくれました。

言葉が通じなくても、国境を越えた人との交

流で、まごころがわかるような気がしました。

また、訪問を通して、安来のなかうみマラソ

ンにも大いに通じるところがあり、なお一層、

地域の発展と交流に努めたいと思いました。

ミ
リ
ア
ン

第第
１１１１
回回

密密
陽陽
アア
リリ
ララ
ンン

ママ
ララ
ソソ
ンン
大大
会会

リリ
ポポ
ーー
トト

韓
国
の
春
を

告
げ
る
大
会

交
流
の
軌
跡

中中央央制制御御室室

■問い合わせ

市民参画課 ℡２３‐３０６７

矢田潤一郎さん【10 ㌔完走】

（安来市陸上競技協会）

まごころを感じる大会

實重 修さん【５㌔完走】

（安来市陸上競技協会）

訪問団マラソン完走記

すこぶる快調！

密陽市

韓国の南東、プサン

の北に位置し、人口は

約１０万８千人、面積は

７９９平方㌔メートルの

田園都市です。

安来市姉妹都市

密陽市
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４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
ま
で
は

ボ
タ
ン
、
そ
の
後
は
シ
ャ
ク
ヤ
ク
が

５
月
下
旬
ま
で
島
中
で
観
賞
い
た
だ

け
ま
す
。
お
祭
り
で
は
、
屋
台
村
や

圏
域
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
。

期
日

４
月
２６
日
㈯
・
２７
日
㈰
・
５

月
３
日
㈯
㈷

※
詳
し
く
は
松
江
観
光
協
会
八
束
町

支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

場
所

松
江
市
役
所
八
束
支
所
周
辺

問
い
合
わ
せ

松
江
市
八
束
支
所

℡
０
８
５
２‐

５５‐

５
８
２
２

世
界
最
大
級
の
室
内
ガ
ー
デ
ン

で
、
年
中
満
開
の
花
と
ペ
ン
ギ
ン
な

ど
の
鳥
た
ち
が
お
出
迎
え
。
フ
ク
ロ

ウ
シ
ョ
ー
も
人
気
で
す
。
中
海
・
宍

道
湖
圏
域
の
住
民
を
対
象
と
し
た
お

得
な
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
が
新
登
場
。

入

園

料

▽
大

人
…
１
５
４
０
円

（
年
間
３
２
４
０
円
）
▽
小
・
中
学

生
…
７
７
０
円（
年
間
１
６
２
０
円
）

※
カ
ッ
コ
内
は
、
圏
域
住
民
対
象
価

格
。

問
い
合
わ
せ

松
江
フ
ォ
ー
ゲ
ル

パ
ー
ク
℡
０
８
５
２‐

８８‐

９
８
０
０

古
代
出
雲
の
暮
ら
し
な
ど
が
体

験
・
学
習
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。（
入
館
無
料
）

期
日

４
月
２６
日
㈯
・
２７
日
㈰
・
２９

日
㈫
㈷
、
５
月
３
日
㈯
㈷
〜
６
日
㈫

場
所

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

内
容

土
笛
演
奏
、
ク
イ
ズ（
２６
日
）、

勾
玉
づ
く
り
体
験
（
２７
日
）、
古
代

も
の
づ
く
り
体
験
（
２９
日
）
な
ど
。

※
詳
し
く
は
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

問
い
合
わ
せ

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

℡
０
８
５
３‐

２５‐

１
８
４
１

園
内
に
は
、
３
５
８
本
の
大
量
の

銅
剣
が
発
見
さ
れ
た
荒
神
谷
遺
跡
が

あ
り
、博
物
館
が
隣
接
し
て
い
ま
す
。

春
に
は
６
０
０
種
の
ツ
バ
キ
、
夏
に

は
５
万
本
の
古
代
ハ
ス
と
、
四
季

折
々
の
植
物
観
察
も
楽
し
め
ま
す
。

今
年
は
、
銅
剣
出
土
３０
周
年
を
迎

え
、
５
月
５
日
の
古
代
こ
ど
も
ま
つ

り
を
皮
切
り
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
荒
神
谷
博
物
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
で
。

問
い
合
わ
せ

荒
神
谷
博
物
館

℡
０
８
５
３‐

７２‐

９
０
４
４

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
特
集

４月下旬～５月上旬は圏域に出かけましょう！

松
江
フ
ォ
ー
ゲ
ル
パ
ー
ク

（
松
江
市
大
垣
町
）

荒
神
谷
史
跡
公
園
・
博
物
館

（
出
雲
市
斐
川
町
）

松
江

出
雲

ぼ
た
ん
祭
（
松
江
市
八
束
町
）

出
雲
弥
生
の
森
ま
つ
り

２
０
１
４
（
出
雲
市
大
津
町
）

園園内内にに咲咲くく古古代代ハハスス

昨年の様子
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３
５
０
年
以
上
の
伝
統
を
持
つ
市

指
定
の
無
形
文
化
財
で
、
毎
年
５
月

３
日
に
行
わ
れ
る
御
幸
行
列
で
は
、

だ

し

獅
子
舞
や
山
車
を
あ
わ
せ
２
０
０
人

を
超
え
る
時
代
行
列
が
淀
江
の
町
を

練
り
歩
き
ま
す
。
掛
け
声
の
「
え
ん

よ
い
や
な
、
え
ん
よ
い
と
ま
か
せ
、

さ
さ
さ
、さ
ー
よ
い
と
ま
か
せ
」（
い

い
世
の
中
だ
な
、
さ
あ
、
も
っ
と
い

い
世
の
中
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
）
か

ら
、
お
祭
り
そ
の
も
の
も
「
よ
い
と

ま
か
せ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

日
時

５
月
３
日
㈯
㈷
１４
時
〜

場
所

日
吉
神
社
周
辺

問
い
合
わ
せ

日
吉
神
社

℡
０
８
５
９‐

５６‐

２
１
５
１

日
展
の
名
で
知
ら
れ
る
日
本
美
術

展
覧
会
は
、「
日
本
画
」「
洋
画
」「
彫

刻
」「
工
芸
美
術
」「
書
」
の
５
部
門

か
ら
な
る
総
合
美
術
展
で
す
。

米
子
展
で
は
、
美
術
界
を
代
表
す

る
巨
匠
か
ら
中
堅
、
新
進
気
鋭
の
作

家
に
よ
る
基
本
作
品
に
、
鳥
取
・
島

根
両
県
の
地
元
作
家
の
作
品
を
加
え

た
約
３
０
０
点
を
展
示
。
現
代
日
本

の
美
を
鑑
賞
で
き
る
日
展
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

日
時

４
月
１９
日
㈯
〜
５
月
１６
日
㈮

１０
時
〜
１８
時
（
水
曜
日
は
休
館
日
）

場
所

米
子
市
美
術
館

入
館
料

１
２
０
０
円
（
前
売
券
１

０
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ

米
子
市
美
術
館

℡
０
８
５
９‐

５６‐

２
４
２
４

視
覚
ト
リ
ッ
ク
が
織
り
成
す
不
思

議
な
科
学
館
。
待
ち
受
け
る
ト
リ
ッ

ク
の
連
続
に
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド

キ
。
カ
メ
ラ
を
お
忘
れ
な
く
。

日
時

３
月
２１
日
㈮
〜
５
月
６
日
㈫

㈷
１０
時
〜
１７
時

場
所

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

料
金

▽
一
般
…
前
売
券
６
０
０
円
、

当
日
券
８
０
０
円

▽
中
学
生
…
前

売
券
３
０
０
円
、
当
日
券
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ

新
日
本
海
新
聞
社

℡
０
８
５
９‐

３４‐

８
８
１
３

境
港
と
い
え
ば
妖
怪
の
聖
地
「
水

木
し
げ
る
ロ
ー
ド
」。
１
５
３
体
の

妖
怪
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
い
つ
で
も
お
出

迎
え
。
ロ
ー
ド
を
歩
く
鬼
太
郎
、
ね

こ
娘
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
も
出

会
え
る
か
も
。

５
月
４
日
・
５
日
は
歩
行
者
天
国

に
な
り
、
３０
万
人
以
上
が
訪
れ
る
人

気
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

問
い
合
わ
せ

境
港
市
観
光
案
内
所

℡
０
８
５
９‐

４７‐

０
１
２
１

世
に
も
不
思
議
な
科
学
館
in
夢

み
な
と
タ
ワ
ー
（
境
港
市
竹
内
団
地
）

日
吉
神
社
神
幸
神
事

よ
い
と
ま
か
せ

（
米
子
市
淀
江
町
）

境
港

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

（
境
港
市
松
ケ
枝
町
）

米
子

第
４５
回
日
展
米
子
展

（
米
子
市
中
町
）

や
す
ぎ
に
刃
物
が
大
集
合

や
す
ぎ
刃
物
ま
つ
り

日
時

５
月
３
日
㈯
・

４
日
㈰
９
時
〜
１６
時

場
所

安
来
町
中
心
市
街
地
、
安
来

市
民
会
館
、
和
鋼
博
物
館

問
い
合
わ
せ

や
す
ぎ
刃
物

ま
つ
り
実
行
委
員
会

℡
２３‐

３
３
３
５

よよいいととままかかせせ
時時代代行行列列ががままちちをを練練りり歩歩ききまますす

■
問
い
合
わ
せ
…
定
住
企
画
課

℡
２３‐

３
０
５
９
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部
長
（
同
次
長
）
木

村
慎
治

秘
書
課
長
（
危
機
管

理
課
長
（兼）
危
機
管
理
監
）
内
田

貴
志

次
長
（兼）
統
括
危
機
管

理
監
（兼）
危
機
管
理
課
長
（
市
民

生
活
部
次
長
）
仲
西
寛
治

▽

次
長
（兼）
入
札
管
理
監
（兼）
管
財
課

長
（
人
事
課
長
）
奈
良
井
丈
治

庁
舎
建
設
室
長
（
庁

舎
建
設
推
進
室
長
）
平
井
薫

▽
人
事
課
長
（
納
税
課
長
）
石

原
敬
治

▽
納
税
課
長
（
高
齢

者
安
心
課
長
）
原
田
誠

▽
財

政
課
主
査
財
政
SL
（
保
険
年
金

課
主
幹
国
保
・
年
金
・
医
療
給

付
SL
）
遠
藤
浩
司

▽
財
政
課

主
査
行
財
政
改
革
SL
（
同
課
主

幹
同
SL
）
原
み
ゆ
き

部
長
（
産
業
振
興
部

長
）
内
田
修
次

▽
次
長
（兼）
市

民
課
長
（
会
計
管
理
者
（兼）
会
計

課
長
）
板
持
功
毅

▽
次
長
（兼）

地
域
振
興
課
長
（
秘
書
課
長
）

安
井
章
二

人
権
施
策
推
進
課
長

（
市
民
課
長
）
勝
部
卓
治

▽
市
民
会
館
開
館
準
備
室
長

（
地
域
振
興
課
長
）
大
久
佐
明

夫

▽
環
境
政
策
課
主
査
政
策

SL
（
広
瀬
地
域
セ
ン
タ
ー
主
査

地
域
支
援
SL
）
竹
内
章
二

▽
地
域
振
興
課
主
査
ス
ポ
ー
ツ

振
興
SL
（
同
課
専
門
官
同
SL
）

遠
藤
朋
範

次
長
（
い
き
い
き
健

康
課
長
）
岩
見
喜
久
子

高
齢
者
安
心
課
長
（兼）

指
導
監
査
室
長
（
管
財
課
長
（兼）

入
札
管
理
監
）
太
田
清
美

▽

子
ど
も
未
来
課
長
（
人
権
施
策

推
進
課
長
）
青
戸
厚
志

▽
い

き
い
き
健
康
課
長
（
人
事
課
主

査
（兼）
統
括
保
健
師
）
竹
内
妙
子

▽
高
齢
者
安
心
課
主
査
介
護
保

険
SL
（
同
課
専
門
官
同
SL
）
高

木
肇

▽
子
ど
も
未
来
課
主
査

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
SL
（
い

き
い
き
健
康
課
主
査
保
健
予
防

SL
）
原
香
代
子

部
長
（
同
次
長
）
石

井
信
行

▽
次
長
（兼）
商
工
観
光

課
長
（兼）
観
光
施
設
室
長
（
同
課

長
（兼）
同
室
長
）
横
田
一
道

農
林
振
興
課
長
（
同

課
長
（併）
農
業
委
員
会
事
務
局

長
）
金
山
光
夫

▽
同
課
主
査

農
政
SL
（
管
財
課
主
幹
入
札
・

財
産
管
理
SL
）
細
田
孝
吉

▽

同
課
主
査
林
業
振
興
SL
（
同
課

主
査
振
興
１
SL
）
妹
尾
秀
樹

①
４
月
１
日
付

１
９
１
人

（
市
立
病
院
を
含
む
）

【
内
訳
】▽
部
長
級
…
１３
人（
う

ち
昇
任
８
人
）

▽
課
長
級
…

４５
人
（
う
ち
昇
任
２１
人
）
▽
セ

ク
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
…
３２
人

（
主
査
昇
任
を
除
く
）
▽
そ
の

他
…
８２
人

▽
採
用
…
１９
人

②
３
月
３１
日
付
退
職
者

１７
人

▽
新
安
来
庁
舎
建
設
を
実
施
す

る
た
め
、
庁
舎
建
設
推
進
室
を

政
策
企
画
部
か
ら
総
務
部
へ
移

管
し
、
庁
舎
建
設
室
に
改
称
。

▽
市
民
会
館
の
建
設
推
進
と
開

館
後
の
運
営
方
針
を
検
討
す
る

た
め
、
市
民
生
活
部
に
市
民
会

館
開
館
準
備
室
を
新
設
。

▽
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
推

進
す
る
た
め
、
教
育
委
員
会
教

育
総
務
課
の
学
事
・
給
食
セ
ン

タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ン
を
、
給
食
セ

ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ン
と
学
事
セ

ク
シ
ョ
ン
に
改
編
。

▽
公
共
施
設
等
の
管
理
計
画
を

着
実
に
展
開
す
る
た
め
、
総
務

部
財
政
課
に
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
セ
ク
シ
ョ
ン
を
新
設
。

▽
基
盤
と
農
林
系
の

国
・
県
事
業
を
一
体
的

に
取
り
組
む
た
め
、
産

業
振
興
部
に
国
・
県
事

業
推
進
室
を
新
設
。

異
動
総
数

組
織
機
構
の
変
更

政
策
企
画
部

市
民
生
活
部

健
康
福
祉
部

産
業
振
興
部

総
務
部

４月１日付で、市の組織機構の変更と、職員の

人事異動を行いましたので、３月 31日

付の退職者とあわせてお知らせします。

概概

要要

●
４
月
１
日
か
ら
の
組
織
機
構
に
つ
い
て
は
、
今
月
号
の

広
報
紙
に
折
り
込
み
の
組
織
図
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

人人
事事
異異
動動
のの
内内
容容

（（
課課
長長
級級
以以
上上
をを
掲掲
載載
））

部
長
級

※（

）内
は
旧
任
。
（兼）
は
兼
務
、

（併）
は
併
任
、
SL
は
セ
ク
シ
ョ
ン

リ
ー
ダ
ー
の
略
字
で
す
。

課
長
級

部
長
級

部
長
級

課
長
級

部
長
級

課
長
級

課
長
級

課
長
級

部
長
級
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部
長
（
市
民
生
活
部

長
）
作
野
立
生

国
・
県
事
業
推
進
室

長
（兼）
産
業
振
興
部
国
・
県
事
業

推
進
室
長
（
土
木
建
設
課
主
査
）

佐
伯
克
己

▽
土
木
建
設
課
主

査
維
持
管
理
SL
（
同
課
専
門
官

同
SL
）
長
谷
川
信
夫

会
計
管
理
者
（兼）
会
計

課
長
（
健
康
福
祉
部
次
長
（兼）
子

ど
も
未
来
課
長
）
岩
田
理
詞

水
道
工
務
課
主
査
計

画
SL
（
下
水
道
課
主
幹
計
画

SL
）
二
岡
敦
彦

▽
同
課
主
査

維
持

（兼）
土
木
建
設
課
（
同
課

主
査
同
SL
）
湯
浅
正
志

▽
下

水
道
課
主
査
計
画
SL
（
土
木
建

設
課
主
査
建
設
改
良
SL
）
糸
原

一
志

▽
同
課
主
査
農
業
維
持

（兼）
土
木
建
設
課
（
同
課
主
査

維
持
２
SL
）
千
原
克
久

教
育
総
務
課
主
査
給

食
セ
ン
タ
ー
SL
（
同
課
主
幹
学

事
・
給
食
セ
ン
タ
ー
SL
）
池
上

孝
順

▽
文
化
課
主
査
和
鋼
博

物
館
SL
（
建
築
住
宅
課
主
査
住

宅
管
理
SL
）
松
沢
正
一

事
務
局
主
査
選
挙

（併）
公
平
委
員
会
・
監
査
委
員
事

務
局
主
査
公
平
監
査
SL
（
同
事

務
局
専
門
官
同

（併）
同
委
員
会

・
同
委
員
事
務
局
専
門
官
同
SL
）

渡
部
一
雄

事
務
局
長
（
国
・
県

事
業
推
進
室
長
）
遠
藤
好
博

安
来
保
育
所
長
（
切

川
保
育
所
長
）
作
野
和
子

▽

切
川
保
育
所
長
（
比
田
愛
育
園

所
長
）
勝
代
和
子

▽
荒
島
保

育
所
長
（兼）
認
定
こ
ど
も
園
荒
島

園
長
（
飯
梨
保
育
所
長
）
木
戸

淳
子

▽
大
塚
保
育
所
長
（
同

所
所
長
補
佐
）
長
谷
川
有
美
子

▽
比
田
愛
育
園
所
長
（
同
園

所
長
補
佐
）
豊
嶋
あ
け
み

▽

布
部
保
育
所
長
（
大
塚
保
育
所

長
）
須
藤
小
夜
子

▽
赤
屋
保

育
所
長
（
布
部
保
育
所
長
）
奈

良
井
美
佐
絵

▽
安
来
幼
稚
園

長
（
宇
賀
荘
幼
稚
園
長
）
鐘
築

久
佳

▽
荒
島
幼
稚
園
園
長
補

佐
（
安
来
幼
稚
園
専
門
官
）
渡

部
あ
お
い

消
防
長
（
消
防
庁
舎

建
設
推
進
室
長
）
原
政
男

▽
次
長
（兼）
消
防
総
務
課
長
（
警

防
課
長
）
細
田
誠

消
防
庁
舎
建
設
推
進

室
長
（
警
防
課
主
査
）
松
浦
弘

美

▽
予
防
課
長
（
同
課
主
査
）

井
上
和
徳

▽
警
防
課
長
（
同

課
主
査
）
生
和
隆
志

▽
安
来

消
防
署
長
（
消
防
総
務
課
長
）

池
田
志
信

▽
消
防
総
務
課
主

査
（
警
防
課
主
査
）
野
々
村
康

正

▽
予
防
課
主
査
（
広
瀬
分

署
主
幹
）
細
田
紀
之

▽
警
防

課
主
査
（
消
防
総
務
課
主
幹
）

青
戸
博
司

▽
警
防
課
主
査（
伯

太
分
署
主
幹
）
内
藤
正
美

▽

警
防
課
主
査
（
同
課
主
幹
）
谷

川
健
一

▽
警
防
課
主
査
（
同

課
主
幹
）
平
井
稔
久

▽
伯
太

分
署
長
（
消
防
総
務
課
主
査
）

三
島
俊
輔

副
院
長
（
診
療
部
長
）

入
江
秀
樹

▽
看
護
部
長
（
同

部
次
長
）
石
井
朋
子

▽
同
部

次
長
（
同
部
２
階
病
棟
師
長
）

渡
部
純
江

▽
医
療
技
術
部
次

長
（兼）
薬
剤
室
長
（
薬
剤
室
長
）

林
原
正
和

看
護
部
２
階
病
棟
師

長
（
同
部
外
来
主
任
）
佐
藤
博

美

▽
同
部
３
階
病
棟
師
長（
同

部
４
階
病
棟
師
長
）
添
田
睦
美

▽
同
部
４
階
病
棟
師
長
（
同
部

３
階
病
棟
師
長
）
伊
藤
善
喜
子

▽
医
療
技
術
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
室
長
（
在
宅
支
援
室

長
）
広
江
勝

▽
地
域
医
療
部

在
宅
支
援
室
長
（
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
室
長
）
竹
田
裕
司

▽
採
用
…
診
療
部
消
化
器
内
科

医
長

木
科
学

飯
塚
茂
（
政
策
企
画

部
長
）

▽
松
本
城
太
郎
（
統

括
危
機
管
理
監
）

▽
井
上
博

（
基
盤
整
備
部
長
）

▽
北
尾
正

博
（
消
防
本
部
消
防
長
）

▽
富
川
勇
一（
同
部
消
防
次
長
）

山
根
幸
紀
（
税
務
課

主
査
）

▽
岩
田
美
智
子
（
安

来
保
育
所
長
）

▽
田
中
陽
子

（
荒
島
保
育
所
長
）

▽
角
森

正
弘
（
消
防
署
長
）

▽
高
野

英
夫
（
消
防
本
部
予
防
課
長
）

▽
原
則
夫
（
消
防
本
部
予
防
課

主
査
）

▽
澤
田
尚
幸
（
消
防

本
部
警
防
課
主
査
）

▽
山
本

一
郎
（
消
防
署
伯
太
分
）
署
長
）

▽
渡
部
博
昭
（
市
立
病

院
副
院
長
）

▽
湯
浅

珠
美
（
市
立
病
院
看
護

部
長
）

ＳＬ

ＳＬ

ＳＬ

ＳＬ

消
防
本
部

市
立
病
院

基
盤
整
備
部

会
計
管
理
者

上
下
水
道
部

教
育
委
員
会
事
務
局

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局

保
育
所
・
幼
稚
園

課
長
級

部
長
級

課
長
級

課
長
級

課
長
級

◆
退
職‐

３
月
３１
日
付‐

部
長
級

部
長
級

課
長
級

課
長
級

課
長
級

部
長
級

安
来
市
副
市
長
に

い
の
う
え

ひ
ろ
し

井

上

博

氏
が
就
任

●
任
期
…
４
月
１
日
〜
平
成

３０
年
３
月
３１
日
（
４
年
間
）

●
経
歴
…
昭
和
２８
年
生
ま
れ
、

６０
歳
。
昭
和
４７
年
に
伯
太
町

採
用
、
都
市
整
備
課
長
、
上

下
水
道
部
長
、
基
盤
整
備
部

長
な
ど
を
歴
任
。

井上博副市長

課
長
級

部
長
級

課
長
級

●
問
い
合
わ
せ

人
事
課

℡
２３‐

３
０
２
２
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中心市街地のにぎわい創出を目的に、大市場商店街に

ある交流拠点施設やすぎ懐古館一風亭で 3月 16 日、「一

夜限りのレストランwith SENGEN BAR」が開かれま

した。

安価でおいしいフランス料理が食べられるとあって、

当日は開店前から長蛇の列。会場では、ブロッコリーや

ミズナ、トマトなどの安来の食材を使用した色彩鮮やか

な料理が並び、来場者は五感で料理を味わいながら、友

人や家族と楽しいひとときを過ごしました。

また、シニアソムリエ資格を持つ前田巻さん（安来市

飯島町）のワイン販売や、サックスとギターのコンサー

トもあり、会場は閉店までにぎわいを見せていました。

市のイメージアップに役立てようと、安来市観光

協会と道の駅あらエッサが、それぞれに作成したダ

ンス動画をインターネット上で公開しています。

さまざまな場所で人びとが曲に乗せて踊るシーン

をつなぎ合わせ、テンポよく場面が変わる構成で、

最近では全国各地でブームになっています。

道の駅あらエッサは、ヒット曲「恋するフォーチュ

ンクッキー」を、また、安来市観光協会は安来市ふ

るさと大使ＨＡNZOさんの安来市ＰＲソング「あ

だん～この街やすぎ～」を選曲。撮影は、市内の職

場や保育所などで行われ、子どもや大人の楽しそう

なダンスの光景が、安来のＰＲに一役

かっています。

左
・
下
…
市
内
の
各
地
で
行

わ
れ
た
撮
影
風
景
。
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
が
登
場
し
ま
す
。

※
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
動
画
投
稿
サ
イ

ト
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

１８



安来の春を彩る「やすぎのひなめぐり」が４

月３日から６日までの間、広瀬と伯太を会場に

開催されました。

期間中は、城下町の風情を残す各地区の町並

みの家々にはおひなさまが飾られ、訪れた人た

ちを出迎えていました。また勇壮な武者行列や

子どもの健やかな成長を願うひな流しなど、各

地でさまざまな催しが行われました。

※４月６日に予定されていた母里の稚児・武者

行列は、悪天候のため中止されました。

布部交流センターでは、さまざまな

表情のひな人形や、行燈(あんどん)

が展示されていました。

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと

地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。

皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。

上
…
記
念
撮
影
を
す
る
来
場
者

（
母
里
地
区
）

左
…
尼
子
武
者
行
列
の
様
子
。

（
広
瀬
地
区
）

尼子の里富田のひな流し。ひな人形に願いを添えて川

に流しました。

１９



安来市出身の彫刻家・米原雲海（1869 年～1929

年）をテーマにした講演会が３月 16 日、和鋼博物

館で開催され、約 140 人の来場者が雲海の人物像

や作品の魅力に迫りました。

安来町に生まれた雲海は２1歳で上京し、高村光

雲に師事。その後、近代日本を代表する彫刻家と

して活躍しました。

講師の島根県立石見美術館専門学芸員の左近充

直美さんは、雲海の代表作をスライドで映しなが

ら、「天才であったが努力の人であり、伝統技法を

守りながらも、西洋技術を作風に取り入れる柔軟

性もあった」などと解説しました。

市内の中学校と高等学校の女子バレーボール部によ

る合同練習会が３月 29 日、情報科学高校で行われ、

７校の部員と指導者約 70 人が参加しました。

この練習会は、バレーボールの技術向上とチーム強

化、市内の中学・高校の連携推進などを目的に開催。

部員たちは、講師を務めた安来高校の藤原真介教諭か

ら、基本動作をはじめ、レシーブでは、目と手、腰を

近づけて構えることや、腕を振らずに肘の近くに当て

るとボールの勢いが抑えられることなどを学びまし

た。また、プレー中は意思表示や仲間を励ますための

声を出す大切さなどのアドバイスもあり、他校の部員

と練習を繰り返しながら、仲間の輪を広げていました。

スポーツ・文化活動を通じて、日本の伝統的な礼法を

体験し、「体・徳・知」のバランスのとれた子どもを育

てることを目的に活動する、認定NPO法人マナーキッ

ズプロジェクトのテニス教室（主催：さくら総合スポー

ツクラブ）が３月８日、市民体育館で開催され、幼稚園

児や小学生の約 40 人が参加しました。

はじめに、小笠原流礼法の鈴木万亀子総師範が、日ご

ろから心掛けるべき礼儀作法やあいさつの仕方について

指導。続いて、テニスのウインブルドン混合ダブルスで

ベスト１6入りするなど活躍した、沢松忠幸さんらによ

るテニス指導があり、子どもたちは、コーチからテニス

を学びながら、礼儀・あいさつを反復し、

マナーの基本を身に付けていました。

姿
勢
を
整
え
、
相
手
の
目
を
見
て
元
気
よ
く
あ
い

さ
つ
。
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
握
手
し
ま
す
。
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出雲大社で第九を大合唱

”出雲大社でみんなと第九を歌いたい” という思

いを実現にこぎ着けたのは、広瀬町広瀬出身で

神戸在住の奥田玲子さん。「島根から全国に元気

を発信したい。島根が元気になれば全国が元気

になる」。奥田さんの熱意に賛同した指揮者・守

山俊吾さんを筆頭に、「山陰フィルハーモニー管

弦楽団」と 300 人の合唱団が集結。出雲大社を

舞台に 5月に行われるコンサートには、世界的

に名声の高いテノール歌手の錦織健さんやバス

歌手三原剛さんなど、日本を代表するソリスト

４人も参加し、べートーべンの交響曲第九番（第

九）が披露されます。

島根をＰＲする遣唐使
しか

今回のコンサートも然ることながら、「育った

安来や島根に恩返しをしたい」という思いに突

き動かされるという奥田さんは、島根県を PR

する遣島使としてさまざまな活動を展開してい

ます。

一昨年からは、出雲神話が描かれる古事記を

伝える活動を始めました。中でも、本嫌いの子

どもに紙芝居をした際、とても喜ばれたのがきっ

かけで、出雲神話を取り上げた紙芝居「古事記

ものがたり」を自ら創作し、教員時代に培った

話術を駆使して地域の人びとに紹介しており、

要請があればどこへでも出向いて行きます。安

来市内でも井尻小学校や交流プラザなどで公演

を行い、好評を博しました。そのほか、関西か

ら安来や島根に多くの観光客を呼び込もうと、

自らガイドを買って出るなど、精力的な活動ス

タイルは多彩です。

本を読みあさった学生時代

広瀬での小中学生時代の奥田さんは、図書室

の本を全部読もうと決めて片っ端から読んだと

いうほど無類の読書好き。「ありとあらゆるジャ

ンルを読みました。結局、図書室の本は全部読

めなかったけど、自分のピラミッドの底辺はそ

こで確実に広がった」と振り返ります。

熱いエネルギーを秘めた安来の人

「瞬間、瞬間を精いっぱい生きてきたので、

同じことは二度とできません」と言い切るほど、

日々全力でまい進する奥田さんの安来の印象

は、「夢や希望がフツフツと充満している熱いエ

ネルギーを秘めた人が多い。この内からあふれ

出る力が、安来の人の大きな力」。大好きなふる

さとにエールを送る奥田さんの活躍は続きま

す。

安
来
、
島
根
か
ら
日
本
を
元
気
に
！

安来の内外でがんばっている「あんな人こん

な人」にスポットをあて、その活躍ぶりを紹介

していきます

奥 田 玲 子 さん

(兵庫県神戸市)

出雲大社で第九を歌おう
平成大遷宮奉祝コンサート

日時 平成２6年５月２5日日１7時開演

場所 出雲大社神楽殿

●参加者募集 合唱参加費（１万円）

※テノールとバスのみ募集

問い合わせ マック株式会社

担当 くれはし

℡０６‐６３６７-1793
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特定健康診査

対象…昭和１４年１０月１日～昭和５０年３月３１日に

生まれた人。

期間…７月～１０月

特定保健指導

対象…特定健康診査でメタボリックシンドローム

の該当者または、予備群と診断された人。

期間…７月～（医療機関などでの個別・集団指導）

①ミニドック（定員３００人）

特定健康診査と各種がん検診がセット。

対象…昭和１４年１０月１日から昭和５０年３月３１日

までに生まれた人。

※平成２４・２５年度中に受診した人を除く。

期間…７月～平成２７年１月

申込受付…７月１日から受付開始。（先着順）

※持ち物…印鑑、安来市国民健康保険被

保険者証、６月下旬にお送りする特定

健康診査受診券

②脳健診（定員２００人）

対象…昭和１４年４月１日から昭和５０年３月

３１日までに生まれた人。

※平成２５年度中に受診した人を除く。

期間…６月～平成２７年１月

申込受付…６月２日から受付開始。（先着順）

①②申込先…保険年金課③窓口（安来庁舎）

いきいき健康課（広瀬保健センター）

伯太地域センター（伯太庁舎）

後期高齢者健康診査

対象…昭和１４年９月３０日以前に生まれた人。

障がい認定で加入された６５歳以上の人。

※病院・施設等に入院・入所している人、

生活習慣病で受診している人を除く。

期間…９月～１１月

集団がん検診（胃がん・大腸がん・肺がん・乳がん
けい

・子宮頸がん）

各地区に検診車が巡回します。
けい

対象…４０歳以上（子宮頸がんは２０歳以上）

※乳がん…昨年度に受診した人を除く。

※子宮頸がん…平成２４年度または平成２５年

度に受診した人は、その検診結果により、

受診間隔が異なります。

期間…６月～１２月

子宮がん個別検診（子宮頸がん、子宮体がん）

対象…２０歳以上

※平成２４年度または平成２５年度に受診した

人は、その検診結果により受診間隔が異

なります。

期間…６月～平成２７年２月

乳がん個別検診（視触診、マンモグラフィ検査）

対象…４０歳以上

※昨年度に受診した人を除く。

期間…６月～平成２７年２月

無料がん検診（大腸がん・乳がん・子宮頸がん）

国の施策に基づき、無料で行います。（対象者に

は、無料クーポン券と検診手帳をお送りします）

対象…平成２４年４月２日から平成２５年４月１日ま

でに下記の年齢に達した人。

・子宮頸がん…２０歳 ・乳がん…４０歳

・大腸がん…４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳

肝炎ウイルス検診（Ｂ・Ｃ型肝炎ウイルス血液検査）

対象…４０歳以上の人で、BまたはＣ型肝炎ウイル

ス検診を受けたことがない人。

期間…７月～平成２７年１月

結核検診（各地区に検診車が巡回します)

対象…６５歳以上の人 期間…１０月

平成２６年度 実施予定

健診・検診のお知らせ

生活習慣病やがんの早期発見・早期治療のためにも、定期的に受けましょう

●問い合わせ…いきいき健康課℡２３‐３２２０

後後期期高高齢齢者者医医療療制制度度にに加加入入ししてていいるる人人

●問い合わせ…保険年金課℡２３‐３０８４

●問い合わせ…保険年金課℡２３‐３０８５

受診方法や料金などの詳細は、広報紙６月号（５月 20日発行予定）

にあわせてお配りする「お知らせ」でご確認ください。

安安来来市市民民でで職職場場ななどどでで検検診診機機会会ののなないい人人

安安来来市市国国民民健健康康保保険険にに加加入入ししてていいるる人人

２２



新新着着図図書書紹紹介介

雑誌倶楽部 出久根達郎

札幌アンダーソング 小路幸也

ミッドナイト・バス 伊吹有喜

連写 今野敏

春、戻る 瀬尾まいこ

僕と先生 坂木司

月の欠片 浮穴みみ

〈お子さんのほん〉

世界の不思議な野菜 湯浅浩史

ひそひそ森の妖怪 富安陽子

はじめまして 近藤薫美子

約束の海 山崎豊子

誘蛾灯（鳥取連続不審死事件）

青木理

その手をにぎりたい 柚木麻子

はやぶさ新八御用旅 平岩弓枝

〈お子さんのほん〉

おばけのジョージーとさわがしい

ゆうれい ロバート・ブライト

みんなの世界 マンロー・リーフ

こころのふしぎ なぜ？どうし

て？ 大野正人

関越えの夜 澤田瞳子

ネロの木靴 臼田夜半

てらさふ 朝倉かすみ

僕と先生 坂木司

代理処罰 嶋中潤

蒼い炎 羽生結弦

〈お子さんのほん〉

こたろう 田島征彦

おひざでだっこ 内田麟太郎

古代マヤナサニエル・ハリス

ヤンバルクイナ 江口欣照

家の理 難波和彦 ●そのほかの新着図書情報は…http : //www.city.yasugi.shimane.jp/tosyo/

℡３７－００５０

●
展
示
会

松
本
侑
子
氏
講
演
会

安来市立図書館 開館１０周年記念行事

安
来
市
内
の
風
景
の
写
真
展
お

よ
び
安
来
市
在
住
作
家
の
作
品
展

示
。

期
間

５
月
８
日
㈭
〜
３０
日
㈮

場
所

安
来
市
立
図
書
館
会
議
室

演

題

「
幕
末
の
出
雲
国
、

隠
岐
騒
動
、

安
来
を
語
る
」

●
お
楽
し
み
会

松
江
藩
を
潤
し
た
「
た
た
ら
製
鉄
」、
世

界
初
の
民
衆
自
治
と
な
っ
た
隠
岐
蜂
起
な
ど
、

幕
末
の
出
雲
国
の
歴
史
を
語
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
戦
国
武
将
・
山
中
鹿
介
や
大
正

か
ら
昭
和
初
期
の
安
来
節
興
行
も
語
り
ま
す
。

人
形
劇
、ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ネ
ル
、

手
遊
び
な
ど
。

日
時

５
月
１０
日
㈯
１０
時
３０
分
〜

１１
時
３０
分

場
所

安
来
市
立
図
書
館

℡３２－４４５５

●
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

日
時

５
月
１８
日
㈰
１３
時
〜
１５
時

場
所

和
鋼
博
物
館

映
像
ホ
ー
ル

※
入
場
は
無
料
で
す
が
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

市
内
の
図
書
館
な
ど
に
設
置
し
て

あ
る
チ
ラ
シ
に
必
要
事
項
を
記
入
後
、
安
来
市

立
図
書
館
、
ひ
ろ
せ
・
は
く
た
の
各
図
書
室
に

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
（
１
０
０

人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

役
目
を
終
え
た
図
書
を
無
料
で

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時

５
月
１１
日
㈰
１０
時
〜
１６
時

場
所

安
来
市
立
図
書
館
玄
関
前

●
古
本
市
・
古
本
交
換
市

℡２２－２５７４

図書館からのお知らせ

個
人
有
志
の
出
店
に
よ
り
、
来

場
者
に
有
料
・
交
換
で
提
供
し
ま

す
。
出
展
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時

５
月
１７
日
㈯
１１
時
〜
１５
時

場
所

安
来
市
立
図
書
館
玄
関
前

ゆ
う

こ

●
講
師
略
歴

松
本
侑
子
（
作
家
・
翻
訳
者
）

１
９
６
３
年
出
雲
市
生
ま
れ
。
代
表
作
に
小
説

「
巨
食
症
の
明
け
な
い
夜
明
け
」（
す
ば
る
文
学

賞
）、「
恋
の
蛍
」、
全
文
訳
「
赤
毛
の
ア
ン
」
な

ど
。
２
０
１
３
年
、
隠
岐
騒
動
と
松
江
藩
の
幕
末

を
描
い
た
歴
史
小
説
「
神
と
語
っ
て
夢
な
ら
ず
」

が
各
新
聞
書
評
で
高
評
さ
れ
る
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

安
来
市
立
図
書
館

℡
２２‐

２
５
７
４

２３



廃
棄
物
集
積
場
設
置
整
備
費
の

補
助

●申
●問
環
境
政
策
課
℡
２３‐

３
１
０
０

分
別
収
集
に
よ
る
再
資
源
化

の
促
進
と
円
滑
な
ご
み
収
集
を

推
進
す
る
た
め
、
自
治
会
が
設

置
す
る
集
積
場
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

補
助
内
容

設
置
費
用
の
２
分

の
１
（
上
限
９
万
円
、
２
回
目

は
５
万
円
）

生
ご
み
堆
肥
化
装
置
設
置
費
の

補
助

●申
●問
環
境
政
策
課
℡
２３‐

３
１
０
０

ご
み
の
減
量
化
を
目
的
に
、

市
内
で
購
入
し
た
生
ご
み
処
理

器
等
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

補
助
額

▽
電
源
を
必
要
と
す

る
も
の
…
購
入
金
額
の
３
分
の
１

▽
電
源
を
必
要
と
し
な
い
も
の

…
購
入
金
額
の
２
分
の
１
。

「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
や
す
ぎ
デ
ー
」

参
加
団
体
募
集

●問
環
境
政
策
課
℡
２３‐

３
１
０
０

６
月
の
環
境
月
間
に
あ
わ
せ
、

住
民
参
加
の
一
斉
清
掃
活
動
を

実
施
し
ま
す
。参
加
団
体
に
は
、

ご
み
袋
を
お
渡
し
し
ま
す
。

実
施
日

６
月
８
日
㈰

申
込
方
法

自
治
会
ま
た
は
団

体
ご
と
に
参
加
申
込
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先

環
境
政
策
課
、広
瀬
・

伯
太
各
●地
、
山
佐
・
布
部
・
比

田
各
●交

申
込
期
限

５
月
２３
日
㈮

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
の
ご
み
を

回
収
し
ま
す

●申
●問
環
境
政
策
課
℡
２３‐

３
１
０
０

団
体
で
実
施
す
る
清
掃
活
動

で
集
め
ら
れ
た
ご
み
を
市
で
回

収
し
ま
す
。
実
施
前
に
計
画
書

の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

場 所

柿根公会堂

菅原●交

宇波●交

福留集会所

東比田永田公会堂

滝谷公会堂

梶公会堂

比田●交

町公会堂

下布部消防車庫前

布部●交

西谷生活改善センター

奥田原●交

新田集会所

山佐●交

常願寺公会堂

大谷紙屋谷公会堂

下山佐●交

広瀬●庁駐車場
広瀬●健

時 間

９時２０分～９時４０分

９時５０分～１０時１５分

１０時３０分～１０時５５分

１１時４０分～１１時５０分

１３時１５分～１３時３５分

１３時５０分～１４時００分

１４時２０分～１４時３０分

１４時４５分～１５時１５分

１５時３０分～１５時４５分

９時２０分～９時４０分

９時５０分～１０時２５分

１０時４０分～１１時００分

１１時１５分～１１時２５分

１１時４０分～１１時５０分

１３時１５分～１３時４０分

１３時５５分～１４時０５分

１４時２０分～１４時３０分

１４時４５分～１５時０５分

９時３０分～１０時３０分

１０時４５分～１１時４５分

期 日

５月１３日

（火）

５月１５日

（木）

５月１８日
（日）

場 所

安田関公会堂

安田老人福祉センター

元 JA井尻支所

福冨公民館

久根公民館

矢原公民館

下小竹中央公民館

赤屋●交

横屋公民館

峠之内コミュニティセンター

下十年畑ふれあい館

常盤公民館

草野公民館

伯太中央●交

伯太体育館前

時 間

９時３０分～９時５５分

１０時０５分～１０時４０分

１１時００分～１１時２５分

９時２０分～９時３０分

９時４０分～９時５０分

１０時０５分～１０時１５分

１０時３０分～１０時４５分

１１時００分～１１時２０分

１３時４０分～１３時５５分

１４時１０分～１４時２０分

１４時３５分～１４時５０分

１５時０５分～１５時１５分

１５時３０分～１５時４０分

９時３０分～１０時１０分

１０時２０分～１０時５０分

期 日

５月２０日

（火）

５月２２日

（木）

５月２５日

（日）

※動物病院でも注射を受けることができます。

●問環境政策課 ℡２３‐３０９８

●料金（一匹当たり）

予防注射 3,000 円

登録 3,000 円

イヌは生涯に１回の登録と、生後９１日以上になれば
年１回の狂犬病予防注射を受けなければなりません。

以下の日程表からご都合の良い場所に、市から郵送されたハガキをお
持ちの上、イヌを制御できる人がお連れください。未登録のイヌは、会
場で登録ができます。

■伯太地域

行行

政政

狂狂犬犬病病予予防防のの集集合合注注射射ととイイヌヌのの登登録録
広広瀬瀬・・伯伯太太地地域域

■広瀬地域

２４



障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
軽

自
動
車
税
の
減
免

●問
税
務
課
℡
２３‐

３
０
４
０

心
身
に
障
が
い
が
あ
る
人
の

た
め
に
使
用
さ
れ
る
軽
自
動
車

な
ど
は
、
一
定
の
要
件
に
該
当

す
る
場
合
、
申
請
に
よ
り
軽
自

動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

減
免
の
要
件
は
、
障
が
い
の

程
度
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
税
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

対
象
車
両

▽
①
障
が
い
者
本

人
が
所
有
す
る
も
の

▽
②
障

が
い
者
本
人
と
生
計
を
一
に
す

る
人
が
所
有
す
る
も
の
（
障
が

い
者
本
人
が
自
動
車
や
軽
自
動

車
等
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と
）

▽
③
構
造
が
専
ら
障
が
い
者
の

利
用
に
供
す
る
た
め
の
も
の

▽
④
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用

す
る
も
の
。

※
①
②
で
減
免
で
き
る
車
両
は

所
有
す
る
軽
自
動
車
等
（
普
通

自
動
車
を
含
む
）の
う
ち
１
台
。

持
ち
物

▽
①
〜
④
共
通
…
申

請
書
、
印
鑑
、
車
検
証

▽
①

②
…
対
象
車
両
を
運
転
す
る
人

の
運
転
免
許
証
、
身
体
障
害
者

手
帳
・
精
神
保
健
福
祉
手
帳
・

療
育
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
の

い
ず
れ
か

▽
③
…
構
造
の
わ

か
る
も
の
（
写
真
、
カ
タ
ロ
グ

な
ど
）

申
請
期
限

５
月
２６
日
㈪

申
請
先

税
務
課
、
広
瀬
・
伯

太
各
●地

そ
の
他

申
請
書
は
申
込
先
の

窓
口
に
設
置
す
る
ほ
か
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

軽
自
動
車
税
・
固
定
資
産
税
の

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

●問
▽
軽
自
動
車
の
課
税
に
つ
い
て

税
務
課

℡
２３‐

３
０
４
０

▽
固
定
資
産
の
課
税
に
つ
い
て

税
務
課

℡
２３‐
３
０
５
１

▽
税
の
納
付
に
つ
い
て

納
税
課

℡
２３‐

３
０
４
３

平
成
２６
年
度
の
軽
自
動
車
税
・

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を
５

月
１
日
に
発
送
し
ま
す
。

最
初
の
納
期
（
軽
自
動
車
税

は
全
期
、
固
定
資
産
税
は
１

期
）
は
６
月
２
日
㈪
で
す
。
納

期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
２

日
で
す

●問
島
根
県
東
部
県
民
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２‐

３２‐

５
６
２
６

平
成
２６
年
度
の
自
動
車
税
納

税
通
知
書
を
５
月
１
日
に
発
送

し
ま
す
。納
期
限（
６
月
２
日
㈪
）

ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
車
検
の
際
に
は
、
納

税
通
知
書
に
添
付
し
て
い
る
納

税
証
明
書
（
継
続
検
査
用
）
が

必
要
で
す
。
車
検
証
と
一
緒
に

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
ま
た
は
ペ
イ
ジ
ー（
税

金
な
ど
を
パ
ソ
コ
ン
や
Ａ
Ｔ
Ｍ

か
ら
支
払
う
こ
と
の
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
）
で
納
付
さ
れ
た
人

に
は
、
６
月
中
旬
に
納
税
証
明

書
を
送
付
し
ま
す
。

●●
自
動
車
税
の
「
グ
リ
ー
ン
化

税
制
」
に
つ
い
て

平
成
２５
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
２６
年
３
月
３１
日
ま
で
に
新
車

新
規
登
録
し
た
自
動
車
で
、
低

燃
費
お
よ
び
排
出
ガ
ス
性
能
が

一
定
の
基
準
を
満
た
す
自
動
車

は
、
平
成
２５
年
度
の
自
動
車
税

が
約
５０
〜
２５
㌫
軽
減
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
新
車
新
規
登
録
か
ら

１１
年
経
過
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

お
よ
び
１３
年
経
過
し
た
ガ
ソ
リ

ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
は
、
税
額
が
約

１０
㌫
加
算
（
重
課
）さ
れ
ま
す
。

「
こ
ど
も
の
日
」
は
高
校
生
以

下
の
イ
エ
ロ
ー
バ
ス
運
賃
が
無

料
と
な
り
ま
す

●問
市
民
参
画
課
℡
２３‐

３
０
６
９

５
月
５
日
（
こ
ど
も
の
日
）

は
、
高
校
生
以
下
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
、
イ
エ
ロ
ー
バ
ス
の
運

賃
が
全
線
無
料
と
な
り
ま
す
。

ご
利
用
の
際
は
、
降
車
時
に

運
転
手
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

最低売却価格

7,469,250 円

7,901,420 円

8,164,770 円

7,693,500 円

地 積

324.75 ㎡

343.54 ㎡

354.99 ㎡

334.50 ㎡

地目

宅地

宅地

宅地

宅地

地 番

1520 番５

1520 番６

1520 番７

1520 番８

番号

⑴
⑵
⑶
⑷

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

市市道道上上荒荒島島線線

●●公売土地 ＜所在地…安来市荒島町字御崎＞

購入後の指定用途 住宅および店舗用住宅

特別措置 ①事業者…複数区画を一括購入の場合

②個人…立ち退き等公共事業によっ

て代替地を取得をする場合

受付期間 ４月２１日㈪１０時～１２月２４日㈬１７時

申込方法 購入を希望される人は、管財課に直

接お越しください。各土地を先着順

に受付して書類審査後、契約者を決

定します。詳しくは、市のホームペー

ジまたは管財課でご確認ください。

●申●問管財課 ℡２３‐３０３０

公公売売物物件件⑴⑴～～⑷⑷

市市のの土土地地をを公公売売ししまますす

市では、次の土地を受け付け

の先着順で売却します。

▼公売土地

の現況写真

イベント情報
QRコード

２５



７０
歳
に
な
る
人
の
医
療
機
関
の

窓
口
負
担
が
２
割
に
な
り
ま
す

●問
保
険
年
金
課
℡
２３‐

３
０
８
４

平
成
２６
年
４
月
２
日
以
降
に

７０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人

が
、
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
支

払
う
医
療
費
の
負
担
割
合
は
、

７５
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
２

割
に
な
り
ま
す
。
（
３
割
負
担

の
人
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
対
象
と
な
る
一
定
の
障
が
い

認
定
を
受
け
た
人
を
除
く
）

誕
生
日
を
迎
え
る
月
の
翌
月

１
日
（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
、

誕
生
日
の
月
の
１
日
）
か
ら
医

療
機
関
等
で
受
診
さ
れ
る
際
に

は
、
保
険
証
の
ほ
か
に
高
齢
受

給
者
証
が
必
要
で
す
。
高
齢
者

受
給
証
は
、
必
要
と
な
る
月
の

前
月
に
お
送
り
し
ま
す
。

家
族
介
護
用
品
の
支
給
事
業

●問
高
齢
者
安
心
課

℡
２３‐

３
２
９
５

重
度
の
要
介
護
者
を
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
家
族
に
対
し
、

介
護
用
品
の
購
入
に
あ
て
る
こ

と
が
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

対
象

在
宅
で
生
活
す
る
要
介

護
４
ま
た
は
５
の
認
定
者
の
う

ち
、
要
介
護
者
と
介
護
者
が
い

ず
れ
も
市
県
民
税
非
課
税
世
帯

に
属
す
る
人
。
※
要
介
護
者
が

介
護
老
人
福
祉
施
設
等
に
入
所

（
居
）
ま
た
は
、
３
カ
月
以
上

入
院
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。

支
給
額

月
額
５
０
０
０
円
。

利
用
方
法

市
の
指
定
店
で
介

護
用
品
（
紙
お
む
つ
、
尿
と
り

パ
ッ
ド
、
使
い
捨
て
手
袋
、
清

拭
剤
、
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー
）

を
購
入
。
※
ク
ー
ポ
ン
券
は
お

つ
り
が
出
ま
せ
ん
。

申
請
方
法

高
齢
者
安
心
課（
広

瀬
●庁
）、市
民
課（
安
来

●庁
）、
伯
太
●地
（
伯
太
●庁
）

の
窓
口
に
備
え
付
け

の
申
請
書
を
提
出
。

介
護
者
と
要
介
護
者

の
押
印
が
必
要
で
す
。

（
介
護
者
が
市
外
在

住
の
場
合
は
、
介
護

者
の
世
帯
員
全
員
の

市
県
民
税
課
税
証
明

書
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
）

期

日

時

間

検
査
場
所

対
象
区
域

５
月
１２
日
㈪

１０
時
００
分
〜
１２
時
００
分

比
田
●交

比
田
、
西
谷

１３
時
００
分
〜
１４
時
００
分

布
部
●交

布
部
、
宇
波

１４
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

山
佐
●交

上
山
佐
、
奥
田
原

５
月
１３
日
㈫

１０
時
００
分
〜
１５
時
３０
分

広
瀬
中
央
●交

広
瀬
、
下
山
佐
、
菅
原

５
月
１４
日
㈬

９
時
５０
分
〜
１０
時
２５
分

井
尻
●交

井
尻

１１
時
００
分
〜
１１
時
３０
分

赤
屋
●交

赤
屋

１３
時
００
分
〜
１４
時
３０
分

伯
太
中
央
●交

安
田
、
母
里

５
月
１５
日
㈭

１０
時
００
分
〜
１０
時
３０
分

飯
梨
●交

飯
梨

１１
時
００
分
〜
１２
時
００
分

能
義
●交

能
義

１３
時
３０
分
〜
１４
時
３０
分

大
塚
●交

大
塚

１５
時
００
分
〜
１５
時
３０
分

宇
賀
荘
●交

宇
賀
荘

５
月
１６
日
㈮

１０
時
００
分
〜
１０
時
３０
分

島
田
●交

島
田

１１
時
００
分
〜
１２
時
００
分

赤
江
●交

赤
江

１３
時
３０
分
〜
１５
時
００
分

荒
島
●交

荒
島

５
月
１９
日
㈪

１０
時
００
分
〜
１５
時
３０
分

安
来
市
学
習

訓
練
セ
ン
タ
ー

安
来
地
域

５
月
２０
日
㈫

市
内
全
域

計計量量器器のの定定期期点点検検をを行行いいまますす

※取引や証明などに使用しない一般家庭のものは対

象外です。

●問商工観光課 ℡２３‐３３３５

計量法に基づき、取引や証明に使

う計量器（はかり、分銅・おもり等）

の定期検査を下記のとおり行いま

す。該当の計量器・印鑑・手数料を

お持ちください。

2年に1回は点検が義務です

●援助を受けることができる事由

経済的な理由により、お子さんの小中学

校の給食費や学用品などの支払いにお困り

のご家庭に、費用の一部を援助する制度を

設けています。（利用には申請が必要です）

①生活保護が停止または廃止になった

②市県民税が非課税または減免になった

③個人事業税、固定資産税、国民健康

保険税が減免になった

④国民健康保険税の徴収の猶予を受けた

⑤児童扶養手当を受給している など

●援助の対象…学校品費、通学用品費、新

入学用品費、修学旅行費、校外活動費、

学校給食費、ＰＴＡ会費、生徒（児童）

会費、クラブ活動費の一部（上限あり）

※太字は２６年度に新設。

就学援助制度を設けています

●申●問・教育総務課 ℡２３‐３３２６
・お子さんが就学している学校

２６



介
護
保
険
料
の
通
知
書
を
４
月

中
旬
に
発
送
し
て
い
ま
す

●問
高
齢
者
安
心
課

℡
２３‐

３
２
９
３

６５
歳
以
上
で
介
護
保
険
料
が

年
金
か
ら
特
別
徴
収（
天
引
き
）

さ
れ
る
人
を
対
象
に
、
平
成
２６

年
度
の
介
護
保
険
料
（
４
・
６
・

８
月
の
徴
収
額
）
を
記
載
し
た

通
知
書
を
４
月
中
旬
に
お
送
り

し
て
い
ま
す
。

今
回
お
知
ら
せ
し
て
い
る
額

は
、
平
成
２６
年
度
の
市
民
税
額

が
確
定
す
る
ま
で
の
仮
算
定
額

で
す
。
確
定
額
は
、
６
月
中
旬

に
お
知
ら
せ
し
、
１０
月
以
降
の

徴
収
額
で
調
整
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
基
準
月
額
は
、

３
年
ご
と
に
改
定
さ
れ
て
お

り
、
本
年
度
は
昨
年
度
と
同
じ

で
す
。保
険
料
は
、被
保
険
者
（
本

人
）
お
よ
び
世
帯
員
の
課
税
状

況
な
ど
に
よ
り
、
１０
段
階
に
区

分
さ
れ
ま
す
。

住
宅
支
援
制
度
の
お
知
ら
せ

●申
●問
建
築
住
宅
課

℡
２３‐

３
２
３
３

市
で
は
、
既
存
の
木
造
住
宅

の
耐
震
性
向
上
、
地
域
材
を
活

用
し
た
住
宅
建
築
の
促
進
な
ど

を
目
的
に
、
住
宅
を
支
援
す
る

各
種
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
ほ
か
の
制
度
に
よ
る

補
助
金
を
受
け
て
い
る
場
合

は
、
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
木
造
住
宅
耐
震
関
連
助
成
事

業①
耐
震
診
断

市
に
登
録
し
て
い
る
耐
震
診

断
士
が
耐
震
診
断
を
行
う
場

合
、
診
断
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
旧
耐
震
基
準
（
昭
和
５６

年
５
月
３１
日
以
前
に
建
築
ま
た

は
着
工
）
の
住
宅
が
対
象
で

す
。

助
成
額

診
断
費
の
１０
分
の
９

（
上
限
６
万
円
）

②
耐
震
改
修

耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の

恐
れ
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
場

合
、
耐
震
補
強
設
計
お
よ
び
耐

震
改
修
工
事
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
額

耐
震
補
強
設
計
費
の

３
分
の
２
（
上
限
４０
万
円
）
、

耐
震
改
修
工
事
費
（
上
限
３
万

２
６
０
０
円
／
㎡
）
の
２
分
の

１
（
上
限
８０
万
円
）

●
安
来
地
域
材
活
用
住
宅
普
及

助
成
事
業

市
内
の
工
務
店
等
を
利
用
し

て
、
安
来
産
と
し
て
認
定
を
受

け
た
木
材
を
使
用
し
て
住
宅
の

新
築
ま
た
は
増
改
築
工
事
を
行

う
場
合
、
工
事
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

助
成
額

補
助
対
象
工
事
に
要

す
る
費
用
の
１０
分
の
１
（
上
限

１
０
０
万
円
）

※
予
算
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

安
来
市
土
地
改
良
区
総
代
選
挙

●問
土
地
改
良
区
事
務
局

℡
２２‐

３
６
６
２

任
期
満
了
に
よ
る
総
代
選
挙

を
行
い
ま
す
。

告
示
日

５
月
１３
日
㈫

投
票
日

５
月
２０
日
㈫

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

４月から消費税率が 8％へ引き上げられたことにより、低

所得者および子育て世帯への負担を緩和するために、臨時福

祉給付金または子育て世帯臨時特例給付金が支給されます。

具体的な時期、手続き方法など、詳細が決まり次第、市の

広報紙やホームページなどでお知らせします。

●給付対象者…基準日（平成２６年１月１日）に、安来市

住民基本台帳に登録されている人で、平成２６年１月分

の児童手当（特例給付を含む）の受給者で、平成２５年

の所得が児童手当の所得制限額に満たない人。

●対象児童…支給対象者の平成２６年１月分の児童手当

（特例給付を含む）の対象となる児童（平成２６年１月

１日に生まれた児童を含む）

※臨時福祉給付金の対象者および生活保護制度の被保

護者となっている場合などは除く。

●給付額…対象児童１人につき１万円

●問厚生労働省（専用ダイヤル）℡０５７０‐０３７‐１９２

●問福祉課 ℡２３‐３２１１

●給付対象者…基準日（平成２６年１月１日）に、安来市住

民基本台帳に登録されている人で、平成２６年度の市県

民税（均等割）が課税されていない人。

※平成２６年度市県民税が課税される人に扶養されて

いる場合や、生活保護制度の被保護者となってい

る場合などは除く。

※市県民税（均等割）の課税判定に必要となるため、

主たる収入が事業（営農、農業など）の人で、確

定申告または、市県民税申告がお済みでない人は

速やかに申告をお願いします。

●給付額…給付対象者１人につき１万円

※給付対象者で次のいずれかに該当する人は５千円が

加算されます。

・老齢基礎・障害基礎・遺族基礎年金、児童扶養・特

別児童扶養・特別障害者手当等の受給者など

が支給されます

子育て世帯臨時特例給付金

臨時福祉給付金
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就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
（
春
期
）

●問
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団

℡
０
１
２
０‐

６７‐

４
５
１
０

企
業
採
用
担
当
者
に
よ
る
面

接
、
情
報
提
供
を
行
う
就
職
面

接
会
で
す
。

日
時
・
場
所

５
月
２４
日
㈯
１０

時
〜
１６
時
、
く
に
び
き
メ
ッ
セ

対
象
者

県
内
就
職
を
希
望
す

る
人
で
平
成
２７
年
３
月
に
大
学
、

短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
等

卒
業
予
定
者

参
加
企
業

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
ジ

ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
」
に
順
次

掲
載
し
ま
す
。

防
火
管
理
講
習
（
甲
種
）

●申
●問
㈳
島
根
県
消
防
設
備
協
会

℡
０
８
５
２‐

２８‐

７
３
０
５

期
日

６
月
１９
日
㈭
・
２０
日
㈮

場
所

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー

申
請
期
間

５
月
１９
日
㈪
〜
６

月
６
日
㈮

そ
の
他

願
書
は
消
防
本
部
予

防
課
、
広
瀬
分
署
、
伯
太
分
署
、

比
田
分
駐
所
に
設
置
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

会
の
開
催

●申
●問
島
根
県
危
険
物
保
安
協
会

連
合
会

℡
０
８
５
２‐

２２‐

７
２
０
２

期
日

５
月
１４
日
㈬
・
１５
日
㈭

場
所

テ
ク
ノ
ア
ー
ク
し
ま
ね

（
松
江
市)

対
象

乙
種
第
４
類
受
験
者

そ
の
他

願
書
は
消
防
本
部
予

防
課
、
広
瀬
分
署
、
伯
太
分
署
、

比
田
分
駐
所
に
設
置
。

乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

５
月
１５
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
１２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

５
月
１５
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
７
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

５
月
２９
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２４
年
１０
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、ア
ン

ケ
ー
ト
、仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

５
月
２９

日
㈭
１３
時
〜
１３
時
４５
分
、

伯
太
●健

対
象

平
成
２３
年
２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
歯
ブ
ラ
シ
、
当
日

朝
の
尿
。

妊
婦
歯
科
検
診
（
無
料
）

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
場
所

５
月
２５
日
㈰
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
26
年
２
月
〜
４
月

に
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受

け
た
人
。
（
対
象
者
に
は
、
４

月
下
旬
に
受
診
時
間
を
記
載
し

た
予
約
票
を
送
付
し
ま
す
）

内
容

歯
科
検
診
、歯
科
相
談
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
検

診
票
、
予
約
票
、
ア
ン
ケ
ー
ト
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

５
月
２１
日
㈬
１３
時
１５
分

〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
１１
月
生
ま
れ

申込方法 傍聴を希望される人は、申込書を市のホームペー

ジからダウンロードして、必要事項を記載の上、

５月２日㈮１７時までに庁舎建設室まで、FAX ま

たは電子メールで送信してください。（申し込み

のない人は、傍聴できません。）

定 員 ２００人 ※定員になった時点で締め切ります。

プロポーザル方式…複数の設計者の技術提案書や業務を実

施する能力・資質などを比較検討して、業務受託者として

最も適した設計者を選定する手法です。

日 時 ５月１１日㈰ ９時４０分～１６時３０分（予定）

会 場 安来市民会館 大ホール

新新安安来来庁庁舎舎建建設設基基本本設設計計者者選選定定ププロロポポーーザザルルのの

ププレレゼゼンンテテーーシショョンン・・ヒヒアアリリンンググをを公公開開ししまますす

申し込み・問い合わせ 庁舎建設室

℡２３‐３０６３／ＦAX２３‐３１８８
メール chousha@city.yasugi.shimane.jp

保保

健健

市では、新安来庁舎の基本設計

業務を委託する設計者を選定する

ため、公募型プロポーザル方式に

よる選定を進めており、下記の日

程で公開によるプレゼンテーショ

ンおよびヒアリングを実施します。
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の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐
３
２
２
２

日
時
・
場
所

５
月
１１
日
㈰
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

対
象

妊
婦
６
カ
月
以
降
の
妊

婦
と
そ
の
夫
。

内
容

助
産
師
の
お
話
な
ど
。

申
込
期
限

５
月
９
日
㈮

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

（
２
期
）

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

対
象

平
成
２０
年
４
月
２
日
〜

平
成
２１
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

お
子
さ
ん
（
幼
稚
園
・
保
育
所

の
年
長
児
に
相
当
）

接
種
期
間

平
成
２６
年
４
月
１

日
〜
平
成
２７
年
３
月
３１
日
（
接

種
期
間
内
は
無
料
）

そ
の
他

▽
対
象
者
に
は
個
別

に
通
知
し
ま
す

▽
麻
し
ん
・

風
し
ん
の
両
方
に
か
か
っ
た
人

は
、
接
種
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

▽
ど
ち
ら
か
一
方
に

か
か
っ
た
人
は
、
接
種
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
場
所

５
月
２７
日
㈫

▽
５
〜
６
カ
月
児
…
９
時
４５
分

〜
１０
時

▽
７
〜
８
カ
月
児
…

１３
時
３０
分
〜
１３
時
４５
分
（
受
付

時
間
）
、
広
瀬
●健

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」
（
４

か
月
児
健
診
時
に
配
布
）
、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
、

子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ
。

申
込
期
限

５
月
２３
日
㈮

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム

（
託
児
あ
り
・
要
申
込
）

●申
●問
・
場
所

つ
ど
い
の
広
場

℡
２３‐

７
０
５
０

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち

の
癒
や
し
の
時
間
で
す
。
子
ど

も
た
ち
か
ら
少
し
離
れ
て
ホ
ッ

と
し
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
「
足

も
み
」
を
し
ま
す
。

日
時

５
月
１６
日
㈮

１０
時
３０

分
〜
１１
時
３０
分

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

●●
保
健
師
さ
ん
と
お
話
会

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

テ
ー
マ
に
、
保
健
師
や
先
輩
マ

マ
さ
ん
と
お
話
し
て
不
安
を
解

消
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所

５
月
３０
日
㈮
１０

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

●●
親
子
で
楽
し
く
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ケ
ア
（
託
児
あ
り
）

音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
っ
た
り
、

歌
っ
た
り
、
楽
器
や
バ
ル
ー
ン

を
使
っ
て
親
子
で
音
遊
び
を
楽

し
み
ま
す
。

日
時
・
場
所

５
月
２３
日
㈮
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

１
７
５
０

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

５
月
１２
日
㈪
・
１９
日
㈪
・

２６
日
㈪
１０
時
〜
１２
時

受
講
料

１
回
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料

３
０
０
０
円
。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室

①
デ
ジ
カ
メ
入
門
講
座

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

た
写
真
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込

み
、
は
が
き
や
カ
レ
ン
ダ
ー
等

を
作
成
し
ま
す
。

日
時

５
月
２２
日
㈭
・
２３
日
㈮
・

２９
日
㈭
・
３０
日
㈮
の
４
日
間
。

９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

※
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
は
各
自
持

ち
込
み

②
エ
ク
セ
ル
初
級
夜
間
コ
ー
ス

日
時

５
月
２３
日
〜
６
月
１０
日

の
間
の
毎
週
㈫
・
㈮（
６
日
間
）

１７
時
３０
分
〜
１９
時
３０
分

①
②
共
通

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
一
人
で
入
力
で
き

る
人
が
対
象

▽
定
員
１５
人（
５

人
以
上
で
開
講
）
▽
要
申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

職
場
や
趣
味
の
仲
間
な
ど
一

緒
に
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容

１２
時
間
コ
ー
ス
（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
）※
日
時
、

人
数
、
講
習
内
容
な
ど
は
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

費
用

各
講
座
５
０
０
０
円（
テ

キ
ス
ト
代
別
途
）

●●
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

●申
●問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
来

℡
２２‐

２
５
４
５

・
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

１
７
５
０

再
就
職
に
向
け
て
パ
ソ
コ
ン

技
能
資
格
取
得
・
応
用
力
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
が
目
標
で
す
。

募
集
課
程

Ｉ
Ｔ
事
務
実
践
科

期
間

６
月
３
日
〜
８
月
２９
日

（
原
則
土
日
・
祝
日
・
盆
は
休

み
）

募
集
締
切

５
月
７
日
㈬

対
象

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
の

受
講
指
示
ま
た
は
推
薦
が
受
け

ら
れ
る
人
。

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

は
個
人
負
担
）

そ
の
他

▽
定
員
各
１５
人

▽

雇
用
保
険
受
給
者
は
基

本
手
当
な
ど
が
支
給

▽
訓
練
受
講
給
付
金
も

対
応
。

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ
●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

教教
室室
・・
講講
座座

２９



早
期
就
職
を
目
指
す
シ
ニ
ア
の

た
め
の
技
能
講
習
「
パ
ソ
コ
ン

操
作
基
礎
講
習
」（

受
講
無
料
）

●申
●問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会

℡
０
１
２
０‐
７８‐

１
１
４
２

内
容

実
習
や
就
職
活
動
支
援

セ
ミ
ナ
ー
と
企
業
と
の
面
接
。

日
時
・
場
所

５
月
２７
日
㈫
〜

６
月
１１
日
㈬（
平
日
の
１１
日
間
）

１０
時
〜
１６
時
、
島
根
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

（
松
江
市
西
川
津
町
）

対
象

５５
歳
以
上
の
人
。

申
込
期
限

５
月
１３
日
㈫

定
員

２０
人
。

心
の
健
康
相
談（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
６

·

福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

内
容

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど
。

●●
安
来
会
場

日
時

５
月
１５
日
㈭
１３
時
３０
分

〜
１５
時
３０
分

場
所

安
来
中
央
●交

●●
松
江
会
場

日
時

５
月
１
日
㈭
・
９
日
㈮
・

２７
日
㈫
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

場
所

松
江
保
健
所（
松
江
市
）

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

●申
●問
島
根
県
司
法
書
士
会

℡
０
１
２
０‐

１
１
４‐

２
３
４

日
時

５
月
２４
日
㈯
１３
時
〜
１７

時場
所

島
根
県
司
法
書
士
会
館

（
松
江
市
）

内
容
、
相
続
、
遺
言
、
不
動
産

売
買
、
名
義
変
更
、
会
社
登
記
、

お
金
の
貸
し
借
り
、借
金
、ロ
ー

ン
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
裁
判
な
ど
。

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す

生
活
相
談

▽
９
時
〜
１６
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡
２３‐
１

８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
〜
１２
時

▽
市
民
相
談

室
℡
２３‐

３
０
６
８

行
政
相
談
所

▽
安
来
・
広
瀬

会
場
９
時
〜
１２
時
、
伯
太
会
場

１０
時
〜
１５
時

▽
市
民
相
談
室

℡
２３‐

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
〜

１２
時

▽
人
権
施
策
推
進
課
℡

２３‐

３
０
９
５

栄
養
相
談
（
要
予
約
）

▽
安

来
会
場
９
時
３０
分
〜
１６
時
、
広

瀬
会
場
９
時
〜
１２
時

▽
い
き

い
き
健
康
課
℡
２３‐

３
２
２
０

第
１
回
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
参
加

チ
ー
ム
募
集

●問
こ
の
町
に
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

を
創
ろ
う
の
会
・
岩
崎

℡
２２‐

６
７
８
０

日
時

５
月
１８
日
㈰
８
時
３０
分

〜
１８
時

場
所

広
瀬
中
央
公
園
総
合
体

育
館

申
込
締
切

５
月
７
日
㈬

募
集
チ
ー
ム
数

１２
チ
ー
ム

日
時
・
場
所

５
月
５
日
㈪
㈷

９
時
〜
１５
時
、
比
婆
山
周
辺（
伯

太
町
横
屋
）

内
容

▽
比
婆
山
グ
ル
メ
屋
台

村
（
９
時
〜
１５
時
）
▽
記
念
植

樹

▽
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
１０

時
〜
１２
時
、
伯
太
太
鼓
・
南
中

ソ
ー
ラ
ン
・
伯
太
音
頭
・
イ
ザ

ナ
ミ
伝
説
芝
居
な
ど
）
▽
豚

汁
・
猪
汁
の
無
料
提
供
な
ど
。

●
比
婆
山
神
話
登
山
ウ
オ
ー
ク

（
１３
時
〜
）

定
員

約
２
０
０
人（
先
着
順
）

参
加
料

３
０
０
円
。

参
加
申
込

当
日
１０
時
３０
分
か

ら
１２
時
ま
で
会
場
内
の
横
屋
公

民
館
で
受
け
付
け
。

開催日時 毎月１回 １０時～１２時

場 所 和鋼博物館市民ギャラリー

・５月は５月１１日㈰に開催します。

※６月以降の開催日は市民カレンダー

でお知らせします

内 容 独身男女を対象にした結婚相談

※料金は無料です。

「婚活は何から始めたらいいの？」「婚活したいけど忙

しくて時間がない」など結婚に関する悩みをサポート

安来市では、結婚に関す

るニーズの把握や悩みの解

消を目的に、本年度より毎

月 1回の結婚相談を実施し

ます。

市から委嘱された結婚相

談員による独身者の結婚に関するサポートを行い

ます。結婚に関する相談・アドバイスをはじめ、

出会いイベントの情報などもお知らせします。

まずは気軽にご相談ください。

●問定住企画課

℡２３‐３０５９

比
婆
山
神
話
フ
ェ
ス
タ

イ
ザ
ナ
ミ
祭

相相

談談

イイ
ベベ
ンン
トト

●問
比
婆
山
再
生
活
性
化
協
議

会
・
山
本

℡
０
９
０‐

９
５
０
９‐

９
３
５
０

３０



第
８
回
た
こ
あ
げ
＆
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
集
い
（
参
加
無
料
）

●問
安
来
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
・
山
根

℡
０
９
０‐

４
５
７
４‐

５
３
６
２

日
時

４
月
２７
日
㈰
９
時
３０
分

〜
１２
時
（
受
付
９
時
〜
）
※
悪

天
候
の
場
合
は
中
止
。

場
所

中
海
ふ
れ
あ
い
公
園

（
仮
称
）
※
島
田
干
拓
地
内

持
ち
物

た
こ
（
希
望
者
は
、

１
枚
３
０
０
円
で
お
分
け
し
ま

す
。
先
着
５０
枚
）

申
込
先

さ
く
ら
総
合
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ（
℡
２３‐

１
９
２
３
）

※
当
日
、
会
場
で
申
込
可
。

そ
の
他

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

体
験
遊
び
コ
ー
ナ
ー
、
焼
き
そ

ば
屋
台
（
有
料
）な
ど
も
あ
り
。

美
保
基
地
航
空
祭

●問
美
保
基
地
渉
外
室
広
報
班

℡
０
８
５
９‐

４５‐

０
２
１
１

日
時
・
場
所

６
月
８
日
㈰
９

時
〜
１５
時
、
航
空
自
衛
隊
美
保

基
地
内
（
境
港
市
小
篠
津
町
）

主
な
内
容

▽
航
空
機
地
上
展

示

▽
航
空
機
飛
行
展
示

▽

主
要
装
備
品
展
示
ほ
か
。

注
意
事
項

▽
駐
車
場
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▽
基

地
と
一
部
の
駐
車
場
間
を
民
間

の
有
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行

予
定
で
す

▽
ペ
ッ
ト
類
（
盲

導
犬
を
除
く
）
を
連
れ
て
の
来

場
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
他

当
日
ま
で
の
間
、
飛

行
展
示
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

古
民
家
で
奏
で
る
、
安
部
朱
美

創
作
人
形
展
（
入
場
無
料
）

場
所
●問
や
す
ぎ
懐
古
館
一
風
亭

℡
２３‐

０
０
０
７

米
子
市
在
住
の
人
形
作
家
・

安
部
朱
美
さ
ん
の
作
品
展
示
。「
や

す
ぎ
懐
古
館
一
風
亭
」
で
見
せ

る
、人
形
た
ち
の
新
た
な
表
情
。

美
し
く
、
な
つ
か
し
い
人
形
の

世
界
。

期
間

５
月
２１
日
㈬
〜
６
月
１

日
㈰

森
の
あ
そ
び
場
「
音
・
食
・
ふ

れ
あ
い
」
in
上
の
台
緑
の
村

●問
任
意
団
体
「
夢
民
」
・
西
村

℡
０
９
０‐

７
７
７
２‐

８
１
６
７

日
時

４
月
２９
日
㈫
㈷
９
時
３０

分
〜
１５
時

場
所

上
の
台
緑
の
村

内
容

▽
ラ
イ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
無
料
）

▽
移
動
動
物
園

▽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
お
店

屋
さ
ん
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。

●申
●問
安
来
市
加
納
美
術
館

℡
３６‐

０
８
８
０

文
化
勲
章
・
人
間
国
宝
受
賞

作
家
の
お
茶
碗
を
手
に
と
っ
て

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時

５
月
１１
日
㈰
１０
時
〜
、

１３
時
〜

場
所

安
来
市
加
納
美
術
館

料
金

２
５
０
０
円
（
美
術
館

入
館
料
、
季
節
の
お
菓
子
、
お

茶
代
を
含
む
）

申
込
期
限

５
月
６
日
㈫

●申●問新日本海新聞社西部本社事業課
℡０８５９‐３４‐８８１３／ＦAX０８５９‐３４‐８８１７

メール s-jigyo@nnn.co.jp

主催 安来・月山戦国ロマンウオーク実行委員会

第３回安来・月山戦国ロマンウオーク

５月３１日㈯１０時００分～（受付８時５０分～）

安来節演芸館発～広瀬絣センター～太鼓壇（山中鹿介

像など）～山中御殿～山中鹿介供養塔～折り返し～富

田橋～三日月公園（尼子武者隊鉄砲演武・汁振る舞い）

～川中島一騎討之碑～安来節演芸館着※往復約１０㌔

①ウオーク参加プラン…一般１，２００円、夫婦２，２００円、

小中学生・高校生５００円、未就学児無料。

②芸術満喫プラン…一般２，８００円（足立美術館入館券付）

安来節鑑賞券、温泉入浴券、特製弁当、抽選会など

参加者の氏名、住所、年齢、電話番号を明記の上、Ｆ

ＡＸ・電子メールなどでお申し込みください。

４００人（先着順）※定員になり次第締め切ります。

５月２１日㈬

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

名
碗
を
愉
し
む
会

大河ドラマ「軍師官兵衛」に山中

鹿介が登場することを祝して、5月

に開催時期を移して開催します。鹿

介ゆかりの地を中心に歴史遺産の残

る広瀬のまちを巡ります。

▲三浦小平二作
「青磁茶碗」

▲井上萬二作
「白磁緑釉牡丹
彫文抹茶碗」

日 時

コ ー ス

参 加 料

特 典

申込方法

定 員

申込期限

３１




